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問
題
の
所
在
と
目
的
　
二
〇
〇
五
年
二
月
二
三
日
の
朝
日
新
聞
（
朝
刊
）
に
、
「
イ
ラ
ク
ど
こ
？
　
大
学
生
4
割
が
不
正
解
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
日
本
地
理
学
会
が
二
〇
〇
四
年
末
か
ら
二
〇
〇
五
年
初
頭
に
か
け
て
実
施
し
た
世
界
の
諸
国
家
の
位
置
を
問
う
調
査
で
、
日
本
の
大
学
生
の
四
三
・
五
％
が
イ
ラ
ク
の
位
置
を
誤
っ
て
答
え
た
こ
と
を
報
じ
た
記
事
で
あ
る
。
調
査
を
実
施
し
た
時
期
は
、
連
日
イ
ラ
ク
戦
争
に
関
連
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
に
流
さ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。
　
こ
の
記
事
に
は
北
朝
鮮
の
位
置
を
誤
っ
て
答
え
た
日
本
の
高
校
生
が
二
三
・
九
％
に
達
し
た
と
い
う
衝
撃
的
な
事
実
も
書
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
記
事
の
発
表
か
ら
約
二
ヵ
月
後
、
筆
者
は
さ
ら
に
衝
撃
的
な
実
態
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。
筆
者
自
身
が
講
義
を
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担
当
し
て
い
た
三
つ
の
私
立
大
学
で
同
じ
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
位
置
を
誤
っ
て
答
え
た
大
学
生
が
一
四
～
二
〇
％
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
　
筆
者
は
、
大
学
で
「
社
会
科
教
育
法
」
と
い
う
科
目
を
三
〇
年
近
く
担
当
し
、
毎
年
、
授
業
の
中
で
世
界
の
地
名
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ
れ
る
た
び
に
、
日
本
の
大
学
生
の
世
界
に
対
す
る
関
心
と
知
識
が
大
幅
に
低
下
し
て
き
た
こ
と
は
十
分
に
認
識
し
て
い
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
位
置
は
誰
で
も
が
知
っ
て
い
る
と
思
い
込
ん
で
い
た
た
め
、
社
会
科
の
教
員
免
許
を
取
得
し
よ
う
と
い
う
大
学
生
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
位
置
を
出
題
す
る
と
い
う
発
想
は
生
ま
れ
ず
、
過
去
に
一
度
も
出
題
し
な
か
っ
た
。
「
国
際
化
社
会
」
と
い
う
言
葉
が
陳
腐
に
聞
こ
え
る
ほ
ど
国
際
交
流
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
位
置
さ
え
把
握
し
て
い
な
い
大
学
生
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
蔓
延
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
実
態
は
、
今
日
の
青
少
年
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
「
他
者
へ
の
無
関
心
」
や
、
近
年
の
国
際
学
力
比
較
調
査
の
結
果
発
表
で
文
部
科
学
省
も
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
「
学
力
低
下
」
の
延
長
上
に
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
七
〇
年
代
末
か
ら
始
ま
っ
た
学
校
教
育
に
お
け
る
「
ゆ
と
り
路
線
」
の
導
入
に
よ
っ
て
、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
ご
と
に
授
業
時
間
数
と
学
習
内
容
が
減
少
し
、
地
理
の
分
野
で
は
特
に
世
界
地
理
の
学
習
が
極
度
に
希
薄
化
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
実
態
を
引
き
起
こ
し
た
大
き
な
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
本
稿
で
は
、
日
本
に
お
け
る
過
去
三
〇
年
の
世
界
地
理
教
育
を
中
国
、
韓
国
と
対
比
し
な
が
ら
振
り
返
り
、
日
中
韓
に
お
け
る
世
界
地
理
教
育
の
現
状
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
分
析
を
通
し
て
、
日
本
の
世
界
地
理
教
育
の
問
題
点
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
歩
ん
で
き
た
失
敗
の
道
筋
を
後
追
い
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
中
国
、
韓
国
に
警
鐘
を
発
し
た
い
。
さ
ら
に
、
日
中
韓
を
軸
と
す
る
東
ア
ジ
ア
地
域
が
今
後
ま
す
ま
す
緊
密
な
関
係
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
視
野
に
入
れ
、
東
ア
ジ
ア
で
こ
れ
か
ら
進
め
て
い
く
べ
き
地
理
教
育
に
つ
い
て
一
つ
の
提
案
を
行
う
。
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2
　
研
究
の
対
象
と
方
法
　
本
研
究
で
日
中
韓
三
か
国
の
世
界
地
理
教
育
を
対
象
と
し
た
の
は
、
筆
者
が
た
ま
た
ま
十
数
年
来
日
中
韓
の
環
境
教
育
交
流
に
関
わ
っ
て
お
り
、
中
国
、
韓
国
の
教
育
事
情
に
関
心
を
持
つ
と
と
も
に
、
参
考
に
な
る
教
材
や
資
料
に
接
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
他
方
で
、
日
中
韓
の
人
的
・
経
済
的
・
文
化
的
交
流
が
盛
ん
に
な
り
、
将
来
の
東
ア
ジ
ア
共
同
体
が
模
索
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
今
日
、
日
中
韓
の
様
々
な
レ
ベ
ル
で
の
教
育
の
差
を
縮
め
て
い
く
作
業
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
か
ら
で
も
あ
る
Q
　
本
研
究
で
は
、
主
に
一
九
七
〇
年
代
末
以
降
の
日
中
韓
各
国
の
地
理
教
育
課
程
の
変
容
と
、
直
近
の
教
育
課
程
改
革
に
よ
る
世
界
地
理
教
育
の
現
状
を
紹
介
す
る
。
　
日
本
で
は
一
九
四
五
年
の
敗
戦
以
後
、
徐
々
に
経
済
活
動
が
復
興
し
、
一
九
六
〇
年
代
を
通
じ
て
の
高
度
成
長
に
よ
っ
て
所
得
水
準
・
生
活
水
準
が
大
幅
に
向
上
し
た
。
そ
し
て
一
九
七
〇
年
代
半
ば
に
は
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
と
い
っ
た
家
電
製
品
が
ほ
ぼ
全
世
帯
に
普
及
す
る
ほ
ど
の
豊
か
さ
が
成
就
さ
れ
、
念
願
で
あ
っ
た
先
進
国
へ
の
仲
問
入
り
を
果
た
し
た
。
高
校
進
学
率
も
七
〇
年
代
半
ば
に
は
九
〇
％
に
達
す
る
が
、
一
方
で
校
内
暴
力
が
増
加
し
、
学
習
内
容
の
理
解
度
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
受
験
一
辺
倒
の
「
詰
め
込
み
教
育
」
に
対
す
る
マ
ス
コ
ミ
等
の
非
難
も
強
ま
り
、
児
童
生
徒
に
過
度
な
負
担
を
強
い
て
い
る
と
い
う
「
詰
め
込
み
教
育
」
批
判
に
、
教
員
や
父
母
を
中
心
と
し
て
同
調
す
る
者
も
増
え
て
い
っ
た
。
文
部
省
と
し
て
も
そ
の
対
応
が
不
可
避
と
な
り
、
一
九
七
七
年
に
学
習
内
容
の
精
選
と
授
業
時
間
の
削
減
を
骨
子
と
す
る
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
踏
み
切
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
、
学
校
教
育
に
お
け
る
「
ゆ
と
り
路
線
」
の
始
ま
り
で
あ
る
。
日
本
の
場
合
、
一
九
七
〇
年
代
末
以
降
の
教
育
課
程
の
変
容
と
は
、
「
ゆ
と
り
教
育
」
の
進
展
・
強
化
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
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中
国
で
は
一
九
四
九
年
の
建
国
（
“
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
）
以
降
、
毛
沢
東
の
指
導
に
よ
る
社
会
主
義
国
家
建
設
の
道
を
歩
ん
だ
。
し
か
し
、
一
九
六
六
年
か
ら
一
九
七
六
年
の
文
化
大
革
命
の
期
間
は
、
政
治
も
経
済
も
混
乱
を
極
め
、
学
校
教
育
も
ま
と
も
に
行
わ
れ
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
建
国
か
ら
ほ
ぼ
三
〇
年
を
経
過
し
た
一
九
七
八
年
時
点
で
の
国
民
一
人
当
り
の
年
間
所
得
は
三
〇
〇
米
ド
ル
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
郵
小
平
が
復
活
し
て
一
九
七
八
年
に
「
開
放
改
革
路
線
」
へ
転
じ
て
か
ら
は
、
経
済
特
区
の
設
置
、
人
民
公
社
の
廃
止
、
郷
鎮
企
業
の
奨
励
等
々
と
積
極
的
な
経
済
発
展
政
策
を
展
開
し
、
以
後
、
毎
年
一
〇
％
前
後
の
経
済
発
展
を
実
現
し
て
い
る
。
政
治
経
済
同
様
に
混
乱
を
極
め
て
い
た
学
校
教
育
も
、
郡
小
平
の
復
活
以
後
急
速
に
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
特
に
、
「
科
学
技
術
の
近
代
化
」
や
そ
の
後
の
「
科
教
興
国
」
と
い
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
で
、
科
学
技
術
分
野
を
中
心
に
学
習
内
容
の
高
度
化
が
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
教
育
部
は
二
〇
〇
一
年
に
基
礎
教
育
課
程
改
革
を
発
表
し
、
「
応
試
教
育
（
受
験
中
心
の
教
育
）
」
か
ら
「
素
質
教
育
」
へ
、
知
識
伝
達
型
の
教
育
か
ら
学
習
者
主
体
の
教
育
へ
と
い
う
大
胆
な
教
育
方
法
の
転
換
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。
中
国
の
場
合
、
一
九
七
〇
年
代
末
以
降
の
教
育
課
程
の
変
容
は
、
学
校
教
育
の
整
備
・
学
習
内
容
の
高
度
化
の
実
現
と
、
近
年
の
学
習
者
主
体
の
教
育
へ
の
転
換
が
主
軸
と
な
っ
て
い
る
。
　
韓
国
の
場
合
、
一
九
四
五
年
の
「
光
復
（
1
1
植
民
地
支
配
か
ら
の
脱
却
・
独
立
）
」
以
後
も
、
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
し
、
そ
の
後
北
朝
鮮
と
一
触
即
発
状
態
が
継
続
す
る
中
で
、
経
済
復
興
も
民
主
的
政
治
体
制
の
確
立
も
立
ち
遅
れ
た
。
学
校
教
育
に
つ
い
て
も
国
家
主
義
的
な
色
彩
の
濃
い
、
国
定
教
科
書
に
よ
る
全
国
一
律
の
教
育
が
軍
事
政
権
の
下
で
続
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
七
〇
年
代
に
入
る
と
米
中
国
交
回
復
に
よ
っ
て
政
治
状
況
に
変
化
が
生
じ
た
。
経
済
面
で
も
財
閥
を
中
心
と
す
る
産
業
開
発
が
進
展
し
、
八
〇
年
代
に
は
ア
ジ
ア
N
I
E
s
の
一
員
に
列
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
政
治
経
済
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
教
育
課
程
も
徐
々
に
変
容
し
て
い
っ
た
。
一
九
七
三
年
～
一
九
八
一
年
の
第
三
次
教
育
課
程
で
は
、
国
民
教
育
憲
章
の
理
念
具
現
を
基
本
方
向
と
す
る
「
国
民
的
資
質
」
の
育
成
が
強
調
さ
れ
て
い
た
が
、
七
〇
年
代
末
ご
ろ
か
ら
新
し
い
教
育
の
方
向
が
模
索
さ
れ
、
第
四
次
教
育
課
程
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（一
續
ｪ
一
～
一
九
八
七
）
で
は
人
間
中
心
の
教
育
課
程
と
い
う
性
格
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
五
次
教
育
課
程
（
一
九
八
七
～
一
九
九
二
）
で
は
主
体
的
、
創
造
的
、
道
徳
的
韓
国
人
の
養
成
が
強
調
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九
八
八
年
の
ソ
ウ
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
で
自
信
を
深
め
た
韓
国
政
府
は
、
第
六
次
教
育
課
程
（
一
九
九
二
～
一
九
九
七
）
か
ら
、
そ
れ
ま
で
中
央
で
全
権
を
掌
握
し
て
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
決
定
権
限
の
一
部
を
地
方
に
移
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
第
七
次
教
育
課
程
（
一
九
九
七
～
）
で
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
決
定
権
限
の
地
方
や
学
校
へ
の
委
譲
を
一
層
進
め
て
い
る
。
韓
国
の
場
合
、
一
九
七
〇
年
代
末
以
降
、
教
育
課
程
の
主
軸
を
国
民
教
育
か
ら
人
間
教
育
へ
移
し
、
さ
ら
に
教
育
に
関
す
る
様
々
な
権
限
の
分
権
化
を
進
め
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
に
日
中
韓
の
三
か
国
と
も
、
今
日
の
教
育
課
程
に
い
た
る
大
き
な
転
換
が
、
お
お
む
ね
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
見
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
第
3
章
で
現
在
の
日
中
韓
三
か
国
の
世
界
地
理
教
育
の
現
状
を
比
較
す
る
前
段
と
し
て
、
第
2
章
で
は
日
中
韓
各
国
に
お
け
る
】
九
七
〇
年
代
後
半
以
降
の
世
界
地
理
教
育
の
流
れ
を
確
認
す
る
。
　
本
研
究
で
は
、
分
析
の
対
象
を
義
務
教
育
段
階
に
限
定
し
て
進
め
て
い
く
。
そ
の
中
で
も
特
に
前
期
中
等
教
育
段
階
、
す
な
わ
ち
中
学
校
に
お
け
る
世
界
地
理
教
育
に
焦
点
を
当
て
る
。
　
現
在
、
日
中
韓
の
三
か
国
は
い
ず
れ
も
九
年
間
の
義
務
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
一
九
四
七
年
に
制
定
さ
れ
た
教
育
基
本
法
か
ら
九
年
間
の
義
務
教
育
が
盛
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
十
二
月
に
教
育
基
本
法
が
改
訂
さ
れ
、
九
年
間
と
い
う
期
間
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
く
な
っ
た
が
、
九
年
間
の
義
務
教
育
は
も
ち
ろ
ん
継
続
さ
れ
て
い
る
。
　
中
国
の
場
合
は
、
｝
九
八
六
年
に
開
催
さ
れ
た
第
六
回
人
民
代
表
大
会
で
「
中
華
人
民
共
和
国
義
務
教
育
法
」
が
通
過
し
て
、
九
年
間
の
義
務
教
育
が
法
制
化
さ
れ
た
。
二
〇
〇
六
年
に
改
訂
さ
れ
た
「
中
華
人
民
共
和
国
義
務
教
育
法
」
の
第
二
条
に
も
、
「
国
家
は
九
年
の
義
務
教
育
制
度
を
実
行
す
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
広
大
な
国
土
を
持
つ
中
国
の
場
合
、
法
律
が
制
定
さ
れ
た
り
方
針
が
決
定
さ
れ
た
り
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
日
本
や
韓
国
の
よ
う
に
即
座
に
全
国
一
律
に
実
施
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
条
件
が
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整
っ
た
地
域
か
ら
徐
々
に
実
行
に
移
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
義
務
教
育
法
が
制
定
さ
れ
て
す
で
に
二
〇
年
。
中
国
の
ほ
ぼ
全
域
で
す
で
に
九
年
間
の
義
務
教
育
が
実
行
さ
れ
て
い
る
。
　
韓
国
の
場
合
、
義
務
教
育
を
法
律
で
定
め
た
の
は
三
か
国
で
は
最
も
遅
い
。
一
九
九
七
年
に
制
定
さ
れ
た
韓
国
教
育
基
本
法
の
第
八
条
に
、
「
義
務
教
育
は
六
年
の
初
等
教
育
及
び
三
年
の
中
等
教
育
と
す
る
」
と
い
う
条
文
が
盛
ら
れ
る
ま
で
は
、
義
務
教
育
は
明
文
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
高
校
進
学
希
望
者
が
抽
選
に
よ
っ
て
い
ず
れ
か
の
高
校
に
進
学
で
き
る
高
校
平
準
化
政
策
が
一
九
七
四
年
か
ら
主
要
都
市
で
始
ま
っ
て
お
り
、
ほ
ぼ
全
員
が
小
中
高
一
二
年
間
の
教
育
を
受
け
る
と
い
う
進
学
実
態
は
、
日
本
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
進
行
し
て
い
た
。
　
本
研
究
で
分
析
の
対
象
を
義
務
教
育
段
階
に
限
定
し
た
の
は
、
各
国
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
な
理
由
で
、
高
校
で
世
界
地
理
を
学
ぶ
生
徒
の
比
率
が
低
い
か
ら
で
あ
る
。
　
日
本
の
場
合
、
高
校
の
地
理
歴
史
科
の
う
ち
世
界
史
が
必
修
で
、
そ
の
他
に
日
本
史
A
、
日
本
史
B
、
地
理
A
、
地
理
B
の
中
か
ら
一
科
目
を
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
文
部
科
学
省
が
公
開
し
て
い
る
平
成
一
九
（
二
〇
〇
七
）
年
度
用
教
科
書
の
需
要
冊
数
を
見
る
と
、
世
界
史
A
、
世
界
史
B
の
合
計
が
一
三
五
・
四
万
冊
（
ほ
ぼ
一
学
年
分
の
生
徒
数
に
匹
敵
）
、
日
本
史
A
、
日
本
史
B
の
合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
が
九
三
・
四
万
冊
、
地
理
A
、
地
理
B
の
合
計
が
七
〇
・
二
万
冊
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
在
高
校
で
地
理
を
履
修
す
る
生
徒
の
比
率
は
か
ろ
う
じ
て
五
〇
％
を
超
え
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
う
ち
二
単
位
の
地
理
A
の
需
要
冊
数
は
四
二
．
三
万
冊
、
四
単
位
の
地
理
B
の
需
要
冊
数
は
二
七
・
八
万
冊
で
あ
る
。
ち
な
み
に
セ
ン
タ
i
試
験
の
受
験
者
数
は
地
理
B
が
一
一
・
一
万
人
で
あ
る
の
に
対
し
、
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
理
A
の
受
験
者
は
わ
ず
か
六
、
三
八
三
人
で
あ
っ
た
。
地
理
B
の
場
合
は
「
現
代
社
会
の
地
誌
的
考
察
」
と
い
う
章
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
履
修
者
の
多
い
地
理
A
で
は
「
地
域
性
を
踏
ま
え
て
と
ら
え
る
現
代
世
界
の
課
題
」
と
い
う
章
の
中
の
「
世
界
の
生
活
・
文
化
の
地
理
的
考
察
」
と
い
う
節
と
、
「
近
隣
諸
国
の
生
活
・
文
化
と
日
本
」
と
い
う
節
で
世
界
地
理
が
扱
わ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
42東洋文化研究10号
な
い
。
教
科
書
の
ペ
ー
ジ
数
で
言
う
と
両
者
を
合
わ
せ
て
も
わ
ず
か
五
〇
ペ
ー
ジ
ほ
ど
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
の
高
校
生
で
、
世
界
地
理
を
じ
っ
く
り
と
学
ん
で
い
る
生
徒
は
地
理
B
履
修
者
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
く
、
そ
の
比
率
は
全
体
の
二
割
ほ
ど
で
し
か
な
い
。
中
国
の
場
合
は
、
高
校
（
中
国
で
は
高
級
中
学
・
略
し
工
口
同
中
と
い
ε
へ
の
進
学
率
は
二
〇
〇
五
年
に
は
五
一
丁
薦
に
達
し
・
そ
の
後
も
年
々
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
日
本
や
韓
国
の
九
〇
数
％
に
は
及
ば
な
い
。
た
だ
し
、
高
校
で
は
一
年
次
に
地
理
三
単
位
（
一
〇
五
時
間
）
が
必
修
で
、
そ
の
う
ち
の
一
単
位
分
は
世
界
地
理
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
高
校
で
世
界
地
理
を
学
ぶ
学
生
の
比
率
は
日
本
よ
り
高
い
と
い
え
る
。
ち
な
み
に
高
校
二
年
次
、
三
年
次
で
選
択
で
き
る
地
理
の
科
目
と
し
て
は
、
1
，
宇
宙
と
地
球
、
2
．
海
洋
地
理
、
3
．
旅
遊
地
理
、
4
．
城
郷
企
画
（
都
市
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）
、
5
．
自
然
災
害
と
防
治
、
6
，
環
境
保
護
、
7
．
地
理
情
報
技
術
応
用
な
ど
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
　
韓
国
の
場
合
、
現
行
の
第
七
次
教
育
課
程
で
は
小
学
校
一
年
か
ら
高
校
一
年
ま
で
の
一
〇
年
間
が
「
国
民
共
通
基
本
教
育
課
程
」
と
さ
れ
て
い
る
。
「
国
民
共
通
基
本
教
育
課
程
」
の
社
会
科
は
、
ど
の
学
年
も
「
人
間
と
空
間
」
「
人
間
と
時
間
」
「
人
間
と
社
会
」
に
分
け
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
「
人
間
と
空
間
」
が
地
理
と
か
か
わ
り
の
深
い
領
域
で
あ
る
。
た
だ
し
、
国
民
共
通
基
本
教
育
課
程
の
第
一
〇
学
年
に
相
当
す
る
高
校
一
年
の
「
人
間
と
空
間
」
に
配
当
さ
れ
て
い
る
単
元
は
、
①
国
土
と
地
理
情
報
、
②
自
然
環
境
と
人
間
生
活
、
③
生
活
空
間
の
形
成
と
変
化
、
④
環
境
問
題
と
地
域
問
題
、
⑤
文
化
圏
と
地
球
村
の
形
成
、
の
五
つ
で
、
そ
の
内
容
を
見
る
と
韓
国
を
中
心
と
す
る
系
統
地
理
の
学
習
が
主
と
な
っ
て
い
て
、
世
界
地
理
に
関
す
る
学
習
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
一
方
、
高
校
二
年
、
三
年
の
教
育
課
程
は
、
ほ
と
ん
ど
が
選
択
科
目
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
地
理
関
係
の
科
目
と
し
て
は
、
一
般
選
択
科
目
の
中
に
「
人
間
社
会
と
環
境
」
と
い
う
科
目
が
置
か
れ
、
深
化
選
択
科
目
の
中
に
「
韓
国
地
理
」
「
世
界
地
理
」
「
経
済
地
理
」
の
三
科
目
が
置
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
の
セ
ン
タ
ー
試
験
に
相
当
す
る
大
学
修
学
能
力
試
験
に
お
い
て
、
人
文
系
志
望
者
に
は
社
会
系
科
目
四
科
目
が
課
さ
れ
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て
い
る
た
め
、
負
担
軽
減
を
最
優
先
さ
せ
る
科
目
選
択
の
結
果
、
「
世
界
地
理
」
の
選
択
者
は
韓
国
全
体
で
五
％
に
も
達
し
て
い
な
い
。
履
修
希
望
者
が
少
な
い
た
あ
に
、
高
校
側
で
選
択
科
目
と
し
て
の
「
世
界
地
理
」
を
開
設
し
な
い
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
　
上
記
の
よ
う
に
、
高
校
段
階
で
の
世
界
地
理
学
習
は
国
に
よ
る
差
異
が
大
き
い
し
、
履
修
者
の
比
率
も
比
較
的
低
い
の
で
、
本
研
究
で
は
分
析
の
対
象
を
義
務
教
育
段
階
に
限
定
す
る
。
　
本
研
究
で
は
、
各
国
の
学
習
指
導
要
領
（
中
国
で
は
「
教
学
大
綱
」
「
課
程
標
準
」
、
韓
国
で
は
「
教
育
課
程
」
と
い
う
）
お
よ
び
教
科
書
の
分
析
を
中
心
に
進
め
て
い
く
。
し
か
し
、
中
国
、
韓
国
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
校
ほ
ど
に
な
る
小
中
高
校
の
実
地
訪
問
に
よ
る
知
見
．
感
触
に
基
づ
く
判
断
や
、
学
校
訪
問
の
段
取
り
や
通
訳
を
し
た
方
が
そ
れ
と
な
く
話
し
て
く
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
本
研
究
の
根
底
に
あ
る
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
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2
．
日
中
韓
に
お
け
る
一
九
七
〇
年
代
末
以
降
の
世
界
地
理
教
育
の
変
容
2
i
1
．
日
本
　
日
本
に
お
け
る
「
ゆ
と
り
教
育
」
の
出
発
点
は
一
九
七
七
年
で
あ
る
。
同
年
に
公
布
さ
れ
た
新
し
い
小
学
校
、
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
で
は
、
学
習
内
容
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
る
と
と
も
に
、
小
学
校
高
学
年
以
上
で
主
要
教
科
の
授
業
時
間
数
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
。
小
学
校
社
会
科
の
場
合
、
四
年
生
以
上
で
は
そ
れ
ま
で
週
四
時
間
（
年
間
一
四
〇
時
間
）
が
配
当
さ
れ
て
い
た
が
、
週
三
時
間
（
年
間
一
〇
五
時
間
）
に
削
減
さ
れ
、
中
学
校
社
会
科
は
そ
れ
ま
で
三
年
間
で
四
五
五
時
間
配
当
さ
れ
て
い
た
が
、
三
八
五
時
間
に
削
減
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
小
学
校
の
場
合
、
第
六
学
年
の
社
会
科
で
か
な
り
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
世
界
地
理
の
学
習
が
大
幅
に
縮
小
し
た
。
一
九
六
八
年
に
公
布
さ
れ
た
小
学
校
学
習
指
導
要
領
の
社
会
科
で
は
、
第
六
学
年
の
目
標
の
一
つ
と
し
て
ω
国
の
政
治
の
た
い
せ
つ
な
は
た
ら
き
や
世
界
の
平
和
に
対
す
る
人
々
の
願
い
な
ど
を
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
世
界
の
諸
地
域
で
　
　
特
色
あ
る
生
活
が
営
ま
れ
て
い
る
様
子
に
関
心
を
深
め
、
国
際
理
解
の
基
礎
を
養
う
。
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
七
七
年
に
公
布
さ
れ
た
小
学
校
学
習
指
導
要
領
で
は
、
（
傍
線
は
筆
者
、
以
下
同
じ
）
　
②
現
在
の
国
民
生
活
の
安
定
及
び
向
上
に
と
っ
て
重
要
な
政
治
の
は
た
ら
き
を
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
我
が
国
が
国
際
社
会
の
中
　
　
で
占
め
て
い
る
役
割
に
気
付
き
、
世
界
の
中
の
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
つ
よ
う
に
さ
せ
る
。
と
い
う
よ
う
に
世
界
に
つ
い
て
の
学
習
は
後
退
し
、
内
容
面
で
も
「
我
が
国
が
世
界
の
国
々
と
貿
易
の
上
で
深
い
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
旦
ハ
体
的
事
例
を
通
し
て
理
解
し
、
地
球
儀
を
用
い
て
、
そ
の
主
な
国
々
の
位
置
を
確
認
す
る
」
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
　
世
界
に
つ
い
て
の
学
習
が
小
学
校
か
ら
ほ
と
ん
ど
消
え
た
こ
と
を
受
け
て
、
中
学
校
の
地
理
的
分
野
で
は
、
そ
れ
ま
で
二
年
次
に
学
習
し
て
い
た
「
世
界
と
そ
の
諸
地
域
」
と
い
う
世
界
に
つ
い
て
の
地
誌
的
学
習
を
、
「
日
本
と
そ
の
諸
地
域
」
に
先
立
っ
て
、
一
年
次
で
学
習
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
「
世
界
と
そ
の
諸
地
域
」
の
学
習
が
二
年
次
か
ら
一
年
次
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
世
界
の
諸
地
域
に
つ
い
て
の
学
習
は
浅
い
も
の
に
な
っ
た
。
小
学
校
と
中
学
校
で
の
世
界
に
つ
い
て
の
反
復
学
習
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
こ
の
指
導
要
領
の
改
訂
を
境
に
生
徒
の
世
界
像
定
着
率
が
大
幅
に
低
下
し
た
よ
う
に
思
う
。
　
そ
の
後
、
ほ
ぼ
一
〇
年
ご
と
に
学
習
指
導
要
領
は
改
訂
さ
れ
た
が
、
学
習
内
容
の
削
減
と
主
要
教
科
の
授
業
時
間
数
の
削
減
は
さ
ら
に
進
み
、
「
ゆ
と
り
教
育
」
は
継
続
的
に
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
。
　
一
九
八
九
年
に
公
布
さ
れ
た
中
学
校
学
習
指
導
要
領
で
は
、
世
界
の
諸
地
域
に
つ
い
て
の
網
羅
的
学
習
が
姿
を
消
し
た
。
一
九
七
七
年
公
布
の
中
学
校
学
習
指
導
要
領
の
時
点
で
は
、
地
理
的
分
野
の
「
内
容
の
取
扱
い
」
に
「
⑧
内
容
の
ω
（
門
世
界
と
そ
の
諸
地
域
）
の
ウ
（
1
1
世
界
の
諸
地
域
）
の
取
扱
い
に
当
た
っ
て
は
、
我
が
国
と
政
治
、
経
済
又
は
文
化
の
上
で
関
係
の
深
い
地
域
又
は
国
を
中
心
諏訪日中韓の義務教育段階における世界地理教育45
と
し
、
そ
の
他
の
地
域
又
は
国
に
つ
い
て
は
簡
略
に
扱
う
よ
う
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
世
界
の
諸
地
域
の
取
扱
い
に
軽
重
の
差
を
設
け
る
こ
と
を
求
あ
た
が
、
世
界
の
諸
地
域
に
つ
い
て
の
網
羅
的
学
習
は
ま
だ
姿
を
止
め
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
八
九
年
公
布
の
中
学
校
学
習
指
導
要
領
で
は
、
世
界
と
そ
の
諸
地
域
に
つ
い
て
、
「
内
容
の
取
扱
い
」
に
「
内
容
の
イ
（
隠
世
界
の
諸
地
域
）
に
つ
い
て
は
、
世
界
の
州
や
大
陸
を
幾
つ
か
に
区
分
し
て
設
定
し
た
ま
と
ま
り
の
あ
る
地
域
又
は
国
の
う
ち
か
ら
三
つ
程
度
を
選
ん
で
取
り
上
げ
る
こ
と
」
と
し
、
世
界
全
体
に
つ
い
て
網
羅
的
に
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
一
部
の
地
域
だ
け
を
取
り
上
げ
て
学
ぶ
よ
う
に
し
た
。
　
そ
の
当
時
、
教
科
書
の
編
纂
に
当
た
っ
て
教
科
書
会
社
が
文
部
省
に
対
し
て
「
教
科
書
で
も
三
つ
の
地
域
・
国
し
か
取
り
上
げ
て
は
い
け
な
い
の
か
？
」
と
問
い
質
し
、
そ
れ
に
対
し
て
文
部
省
が
、
「
教
科
書
で
は
二
倍
ぐ
ら
い
の
事
例
を
挙
げ
て
も
か
ま
わ
な
い
。
各
学
校
で
そ
の
中
か
ら
三
つ
を
選
べ
ば
よ
い
」
と
回
答
し
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
六
つ
の
地
域
・
国
が
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
世
界
の
中
の
重
要
な
地
域
に
つ
い
て
は
か
な
り
高
い
割
合
で
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
。
各
学
校
に
お
け
る
実
際
の
授
業
で
も
高
校
入
試
を
意
識
す
る
た
め
、
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
な
が
ら
授
業
で
扱
わ
れ
な
い
と
い
う
地
域
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
こ
の
時
の
教
科
書
編
集
で
は
教
科
書
会
社
間
で
情
報
交
換
が
活
発
に
な
さ
れ
た
よ
う
で
、
中
学
校
社
会
科
の
教
科
書
を
出
版
し
た
ほ
と
ん
ど
の
教
科
書
会
社
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
ギ
ニ
ア
湾
岸
の
国
々
、
東
南
ア
ジ
ア
、
中
国
、
ロ
シ
ア
連
邦
と
近
隣
諸
国
を
取
り
上
げ
た
。
　
な
お
、
一
九
八
九
年
公
布
の
小
学
校
学
習
指
導
要
領
で
は
、
第
六
学
年
の
学
習
内
容
に
「
我
が
国
と
経
済
や
文
化
な
ど
の
面
で
つ
な
が
り
が
深
い
国
」
数
か
国
に
つ
い
て
の
学
習
が
復
活
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
表
面
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
　
最
新
の
一
九
九
八
年
公
布
の
学
習
指
導
要
領
で
は
、
完
全
週
五
日
制
と
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
導
入
が
重
な
っ
た
た
め
、
主
要
教
科
の
授
業
時
間
数
は
大
幅
に
削
減
さ
れ
、
学
習
内
容
も
さ
ら
に
大
幅
に
削
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
学
校
社
会
科
の
地
理
的
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分
野
で
は
、
そ
の
上
さ
ら
に
、
児
童
生
徒
主
導
の
「
調
べ
学
習
」
が
大
幅
に
導
入
さ
れ
た
結
果
、
世
界
の
諸
地
域
・
国
家
の
中
で
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
る
の
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
の
地
域
・
国
家
だ
け
と
な
り
、
記
載
さ
れ
る
事
項
も
極
め
て
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
具
体
的
に
紹
介
す
る
。
　
過
去
三
〇
年
間
の
日
本
の
義
務
教
育
段
階
に
お
け
る
世
界
地
理
学
習
は
、
ま
ず
世
界
地
理
に
つ
い
て
の
小
学
校
と
中
学
校
で
の
反
復
学
習
が
な
く
な
り
、
そ
の
後
、
世
界
の
諸
地
域
に
つ
い
て
の
網
羅
的
な
学
習
が
な
く
な
り
、
そ
し
て
現
在
、
全
く
学
ぶ
こ
と
の
な
い
地
域
・
国
家
が
大
部
分
と
い
う
希
薄
化
の
↓
途
を
た
ど
っ
て
い
っ
た
。
諏訪
2
1
2
．
中
国
　
一
九
四
九
年
に
成
立
し
た
社
会
主
義
国
家
・
中
国
は
、
新
し
い
教
育
制
度
の
確
立
を
目
指
し
て
、
一
九
五
〇
年
七
月
に
は
《
小
学
各
科
課
程
暫
行
標
準
（
草
案
）
》
を
、
八
月
に
は
《
中
学
暫
行
教
学
計
画
（
草
案
）
》
を
発
表
し
た
。
そ
こ
で
は
小
学
校
の
中
学
年
に
「
常
識
課
」
を
設
け
て
社
会
常
識
と
自
然
常
識
の
授
業
を
行
う
こ
と
が
示
さ
れ
、
社
会
常
識
の
中
に
地
理
が
包
含
さ
れ
た
。
ま
た
、
小
学
校
の
高
学
年
で
は
週
二
時
間
（
九
〇
分
）
の
地
理
の
授
業
を
行
う
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
中
学
校
の
場
合
、
各
学
年
に
週
二
時
間
の
地
理
の
授
業
を
設
け
、
一
、
二
年
で
は
中
国
地
理
を
、
三
年
で
は
世
界
地
理
の
授
業
を
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
翌
五
一
年
八
月
に
は
《
小
学
教
学
計
画
》
が
制
定
さ
れ
て
、
小
学
校
の
四
年
と
五
年
に
週
二
時
聞
地
理
が
配
当
さ
れ
、
計
四
学
期
の
う
ち
最
後
の
学
期
（
五
年
の
後
半
）
が
世
界
地
理
の
学
習
で
占
め
ら
れ
た
。
一
九
五
六
年
二
月
に
は
《
小
学
地
理
教
学
大
綱
（
草
案
）
》
と
《
中
学
地
理
教
学
大
綱
（
草
案
）
》
が
発
表
さ
れ
、
一
九
五
八
年
秋
か
ら
は
、
中
学
一
年
で
は
「
地
球
の
基
本
知
識
」
と
「
中
国
地
理
」
、
中
学
二
年
で
は
「
世
界
地
理
」
の
授
業
を
週
二
時
間
行
う
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
教
科
書
も
中
学
《
地
理
》
四
冊
の
う
ち
、
第
一
冊
、
第
二
冊
が
「
地
球
の
基
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
本
知
識
」
と
「
中
国
地
理
」
、
第
三
冊
、
第
四
冊
が
「
世
界
地
理
」
で
あ
っ
た
。
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建
国
当
初
の
中
国
の
教
育
は
ソ
連
の
影
響
を
強
く
受
け
て
お
り
、
世
界
地
理
の
教
育
が
相
当
重
視
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ソ
連
と
の
蜜
月
時
代
が
終
わ
る
と
、
ソ
連
の
影
響
か
ら
脱
却
し
て
独
自
の
道
を
歩
む
こ
と
が
模
索
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
は
地
理
教
育
に
も
当
て
は
ま
り
、
一
九
六
三
年
に
改
訂
さ
れ
た
《
中
学
地
理
教
学
大
綱
》
で
は
、
中
学
段
階
で
は
一
年
次
に
中
国
地
理
だ
け
を
学
ぶ
こ
と
に
な
り
、
世
界
地
理
は
高
校
一
年
次
に
学
ぶ
だ
け
と
な
っ
た
。
　
そ
し
て
、
一
九
六
六
年
五
月
に
文
化
大
革
命
が
勃
発
す
る
と
、
学
校
教
育
は
混
乱
を
極
め
、
多
く
の
省
、
市
、
自
治
区
で
は
小
中
学
校
の
地
理
の
授
業
は
行
わ
れ
な
く
な
り
、
以
後
一
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
小
中
学
校
で
の
地
理
教
育
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
い
状
態
が
続
い
た
。
　
文
化
大
革
命
に
よ
る
十
年
間
の
地
理
教
育
空
白
の
後
、
一
九
七
八
年
に
教
育
部
が
《
全
日
制
学
校
地
理
教
学
大
綱
（
草
案
）
》
を
発
表
し
、
小
学
校
五
、
六
年
次
に
地
理
科
目
が
開
設
さ
れ
て
、
中
国
の
地
理
教
育
は
復
活
し
た
。
そ
の
後
八
〇
年
代
初
め
に
は
小
中
高
十
二
年
の
教
育
制
度
も
再
度
整
え
ら
れ
、
小
学
校
に
続
い
て
中
学
校
、
高
校
で
も
地
理
の
授
業
が
再
開
さ
れ
た
。
　
一
九
七
八
年
以
降
の
中
学
校
に
お
け
る
世
界
地
理
の
授
業
は
、
文
化
大
革
命
以
前
と
同
様
に
二
年
次
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
全
日
制
十
年
制
学
校
初
中
課
本
（
試
用
本
）
《
世
界
地
理
》
と
い
う
教
科
書
の
上
冊
が
一
九
七
八
年
三
月
、
下
冊
が
同
年
八
月
に
人
民
教
育
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
第
四
版
の
上
冊
（
一
九
八
二
年
十
月
）
は
世
界
地
理
概
況
か
ら
始
ま
っ
て
、
ア
ジ
ア
、
大
洋
州
及
び
太
平
洋
島
喚
の
国
家
、
太
平
洋
と
イ
ン
ド
洋
、
ア
フ
リ
カ
と
続
き
、
下
冊
（
一
九
八
四
年
一
月
）
で
は
大
西
洋
と
北
氷
洋
、
欧
州
、
北
ア
メ
リ
カ
、
南
ア
メ
リ
カ
、
南
極
と
続
い
て
い
る
。
文
化
大
革
命
終
了
後
に
復
活
し
た
中
学
校
で
の
世
界
地
理
は
、
州
単
位
で
学
習
を
進
め
て
世
界
を
一
巡
す
る
と
い
う
、
き
わ
め
て
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
地
誌
的
学
習
で
あ
っ
た
。
　
小
中
学
校
に
お
け
る
地
理
教
育
は
一
九
七
八
年
か
ら
復
活
し
た
が
、
学
年
ご
と
の
詳
細
な
教
学
内
容
を
示
す
《
全
日
制
小
学
地
理
教
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
学
大
綱
》
お
よ
び
《
全
日
制
中
学
地
理
教
学
大
綱
》
が
公
布
さ
れ
た
の
は
、
一
九
八
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
文
化
大
革
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命
に
よ
る
地
理
教
育
の
混
乱
か
ら
の
完
全
回
復
は
、
文
化
大
革
命
の
収
束
か
ら
十
年
後
の
一
九
八
六
年
と
も
い
え
る
。
　
一
九
八
八
年
、
国
家
教
育
委
員
会
は
小
学
校
に
「
社
会
」
と
い
う
科
目
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
め
、
一
九
九
二
年
に
《
全
日
制
小
学
社
会
教
学
大
綱
》
が
公
布
さ
れ
て
、
一
九
九
三
年
か
ら
小
学
校
「
社
会
」
が
始
ま
っ
た
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
小
学
校
の
「
地
理
」
は
段
階
的
に
解
消
さ
れ
、
初
歩
的
な
世
界
地
理
学
習
を
含
む
地
理
的
な
学
習
内
容
は
「
社
会
」
で
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
　
そ
し
て
二
〇
〇
一
年
、
中
国
の
学
校
教
育
の
大
転
換
と
も
言
え
る
基
礎
教
育
課
程
改
革
に
と
も
な
っ
て
、
小
学
校
段
階
で
は
、
従
来
の
《
全
日
制
小
学
社
会
教
学
大
綱
》
に
替
わ
る
《
全
日
制
義
務
教
育
品
徳
と
社
会
課
程
標
準
（
実
験
稿
）
》
（
以
下
、
《
品
徳
と
社
会
課
程
標
準
》
と
略
す
）
が
公
布
さ
れ
た
。
中
学
校
段
階
で
も
同
年
に
《
全
日
制
中
学
地
理
教
学
大
綱
（
修
訂
本
）
》
（
以
下
、
《
地
理
教
学
大
綱
》
と
略
す
）
に
替
わ
っ
て
《
全
日
制
義
務
教
育
地
理
課
程
標
準
（
実
験
稿
）
》
（
以
下
、
《
地
理
課
程
標
準
》
と
略
す
）
が
公
布
さ
れ
た
。
ま
た
、
中
学
校
段
階
で
は
《
地
理
課
程
標
準
》
と
は
別
に
、
《
全
日
制
義
務
教
育
歴
史
と
社
会
課
程
標
準
（
一
）
（
実
験
稿
）
》
《
全
日
制
義
務
教
育
歴
史
と
社
会
課
程
標
準
（
二
）
（
実
験
稿
）
》
（
以
下
、
両
者
を
合
せ
て
《
歴
史
と
社
会
課
程
標
準
》
と
略
す
）
が
公
布
さ
れ
、
中
学
校
で
は
従
来
通
り
に
「
地
理
」
と
「
歴
史
」
を
選
択
し
て
履
修
さ
せ
て
も
よ
い
し
、
「
歴
史
と
社
会
」
を
選
択
さ
せ
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
従
来
の
教
学
大
綱
を
改
あ
、
課
程
標
準
を
公
示
し
た
背
景
及
び
両
者
の
違
い
の
重
要
な
点
を
、
《
初
中
地
理
新
課
程
教
学
法
》
を
参
考
に
し
て
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
中
国
、
韓
国
に
つ
い
て
は
両
国
の
慣
用
法
に
従
い
、
小
中
学
生
に
対
し
て
も
「
学
生
」
と
い
う
用
語
を
用
い
る
。
①
教
学
大
綱
は
知
識
と
技
能
の
伝
授
を
強
調
し
す
ぎ
て
お
り
、
学
生
の
能
力
を
育
み
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
軽
視
し
、
情
感
・
態
度
、
　
価
値
観
な
ど
の
面
の
教
育
を
疎
か
に
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
課
程
標
準
で
は
国
民
素
質
と
し
て
の
基
本
的
な
要
求
だ
け
を
規
定
し
、
　
学
生
の
全
人
的
な
発
展
を
重
視
し
て
い
る
。
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②
教
学
大
綱
は
学
習
内
容
を
細
か
く
規
定
し
す
ぎ
て
弾
力
性
に
欠
け
、
時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
ず
時
代
遅
れ
の
内
容
も
あ
っ
た
。
　
そ
れ
に
対
し
て
課
程
標
準
は
操
作
性
に
富
み
、
教
員
や
学
生
の
状
況
に
応
じ
た
指
導
が
可
能
な
よ
う
に
学
習
内
容
の
大
ま
か
な
目
安
　
（
内
容
標
準
）
と
活
動
の
提
案
（
活
動
建
議
）
を
示
し
て
い
る
。
③
教
学
大
綱
は
学
習
の
結
果
と
し
て
得
た
知
識
や
技
能
が
ど
れ
ほ
ど
で
あ
っ
た
か
を
重
視
し
て
い
た
が
、
課
程
標
準
で
は
学
習
結
果
　
ば
か
り
で
な
く
学
習
過
程
と
学
習
方
法
を
重
視
し
て
お
り
、
特
に
体
験
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
の
有
効
性
を
強
調
し
て
い
る
。
④
教
学
大
綱
の
下
で
は
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
定
め
ら
れ
た
学
習
内
容
を
終
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
教
師
は
時
間
に
　
追
わ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
課
程
標
準
で
は
必
修
の
内
容
を
圧
縮
・
減
少
さ
せ
、
十
分
な
時
間
を
か
け
て
指
導
を
す
る
こ
と
　
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
⑤
教
学
大
綱
で
は
教
科
・
科
目
に
関
す
る
知
識
の
学
問
的
系
統
性
を
重
視
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
・
科
目
の
目
標
を
定
め
て
い
た
。
　
し
か
し
、
課
程
標
準
で
は
学
生
と
社
会
の
要
求
に
基
づ
い
て
学
習
内
容
を
確
定
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
　
以
上
の
こ
と
の
一
端
を
、
《
地
理
教
学
大
綱
》
と
《
地
理
課
程
標
準
》
の
具
体
的
な
記
述
例
で
確
認
す
る
。
　
《
地
理
教
学
大
綱
》
で
は
、
例
え
ば
中
学
二
年
次
に
学
習
す
る
世
界
地
理
に
お
け
る
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
に
つ
い
て
、
下
記
の
項
目
を
「
教
学
内
容
要
点
」
と
し
て
示
し
て
い
た
。
　
　
山
の
多
い
島
国
。
四
つ
の
大
き
な
島
。
海
岸
線
が
曲
折
し
、
港
湾
が
多
い
こ
と
。
山
の
多
い
地
形
。
火
山
と
地
震
が
多
い
こ
と
。
　
　
富
士
山
。
海
洋
と
季
節
風
が
気
候
に
与
え
る
影
響
。
発
達
し
た
資
本
主
義
経
済
。
鉄
鋼
、
機
械
製
造
、
電
子
化
学
工
業
を
主
と
す
　
　
る
工
業
。
工
業
が
沿
岸
の
四
大
工
業
地
帯
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
。
資
源
が
乏
し
く
、
原
料
を
輸
入
し
、
工
業
製
品
を
大
量
に
輸
　
　
出
し
て
い
る
こ
と
。
農
業
。
漁
業
。
首
都
・
東
京
。
　
そ
し
て
、
ア
ジ
ア
全
体
に
つ
い
て
の
「
基
本
訓
練
要
求
」
と
し
て
、
以
下
の
四
点
を
あ
げ
て
い
る
。
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1
．
大
綱
で
取
り
上
げ
た
ア
ジ
ア
の
国
家
の
名
称
、
位
置
と
首
都
を
記
憶
し
、
地
図
上
で
そ
の
位
置
を
探
し
出
せ
る
よ
う
に
す
る
。
　
2
．
東
南
ア
ジ
ア
、
南
ア
ジ
ア
、
西
ア
ジ
ア
の
地
理
的
な
位
置
と
気
候
の
特
色
、
主
要
な
物
産
を
表
に
し
て
比
較
す
る
方
法
を
身
に
　
　
つ
け
る
。
　
3
．
東
南
ア
ジ
ア
、
南
ア
ジ
ア
、
西
ア
ジ
ア
が
地
球
上
の
風
帯
中
に
占
め
る
位
置
を
示
し
た
図
の
使
い
方
を
修
得
し
、
そ
の
気
候
の
　
　
特
徴
を
解
釈
す
る
。
　
4
．
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
の
航
路
図
、
日
本
の
主
要
鉱
産
資
源
の
来
源
図
、
世
界
の
石
油
海
上
輸
送
航
路
図
の
閲
読
を
通
し
て
、
異
な
る
　
　
地
区
間
の
関
係
と
事
物
の
空
間
的
移
動
状
況
を
分
析
す
る
初
歩
的
な
能
力
を
学
生
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
。
　
そ
れ
に
対
し
て
《
地
理
課
程
標
準
》
で
は
、
個
々
の
国
家
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
国
家
に
関
す
る
学
習
の
「
内
容
標
準
」
で
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。
　
3
．
国
家
を
認
識
す
る
　
・
地
図
上
で
、
あ
る
国
家
の
地
理
的
な
位
置
、
領
土
、
首
都
を
指
し
示
す
。
　
．
地
図
と
資
料
に
基
づ
い
て
、
あ
る
国
家
の
自
然
環
境
の
基
本
的
な
特
徴
を
説
明
し
、
特
有
の
自
然
地
理
現
象
と
顕
著
な
自
然
災
害
　
　
を
指
摘
す
る
。
ま
た
そ
の
形
成
の
主
要
原
因
を
簡
単
に
説
明
す
る
。
　
．
地
図
と
資
料
を
活
用
し
て
、
あ
る
国
家
の
自
然
条
件
と
関
連
さ
せ
て
、
そ
の
国
が
土
地
条
件
に
適
し
た
経
済
発
展
を
さ
せ
た
実
例
　
　
を
説
明
す
る
。
　
・
あ
る
国
家
の
経
済
発
展
の
中
で
の
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
地
位
と
役
割
を
、
実
例
を
用
い
て
説
明
す
る
。
　
・
あ
る
国
家
の
自
然
資
源
の
開
発
利
用
と
環
境
保
護
の
面
で
の
経
験
と
教
訓
を
、
例
を
挙
げ
て
説
明
す
る
。
　
．
資
料
と
地
図
に
基
づ
い
て
、
あ
る
国
の
交
通
運
輸
の
特
徴
と
主
要
都
市
を
説
明
す
る
。
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・
資
料
と
地
図
に
基
づ
い
て
、
あ
る
国
家
の
種
族
、
民
族
、
人
口
、
宗
教
、
言
語
な
ど
の
、
少
な
く
と
も
一
つ
の
方
面
の
概
況
を
説
　
　
明
す
る
。
　
・
あ
る
国
家
の
自
然
環
境
と
社
会
環
境
が
民
俗
に
与
え
た
影
響
を
、
実
例
を
用
い
て
説
明
す
る
。
　
・
あ
る
国
家
と
ほ
か
の
国
家
の
経
済
、
貿
易
、
文
化
等
の
関
係
を
、
例
を
挙
げ
て
説
明
す
る
。
　
あ
る
国
（
某
一
国
家
）
と
し
て
ど
こ
を
ど
の
程
度
取
り
上
げ
る
か
に
つ
い
て
、
《
地
理
課
程
標
準
》
は
内
容
標
準
を
示
し
た
表
の
下
の
「
説
明
」
で
、
「
教
科
書
編
集
者
と
教
師
は
、
世
界
の
範
囲
内
か
ら
少
な
く
と
も
一
つ
の
大
陸
、
五
つ
の
地
区
（
例
え
ば
南
ア
ジ
ア
）
と
五
つ
の
国
家
を
、
編
纂
す
る
教
材
や
指
導
計
画
に
必
ず
入
れ
る
こ
と
」
を
求
め
て
い
る
。
　
《
地
理
課
程
標
準
》
に
は
上
記
の
内
容
標
準
に
対
応
す
る
以
下
の
よ
う
な
活
動
の
提
案
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
・
あ
る
国
家
の
地
理
概
況
を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ
を
見
る
。
　
・
あ
る
国
家
特
有
の
自
然
現
象
の
形
成
原
因
を
討
論
す
る
。
例
え
ば
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
特
有
の
カ
ン
ガ
ル
ー
、
コ
ア
ラ
、
ハ
リ
モ
　
　
グ
ラ
、
カ
モ
ノ
ハ
シ
な
ど
の
図
を
見
せ
て
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
動
物
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
だ
け
生
息
し
て
い
る
の
か
を
討
論
す
　
　
る
。
　
・
あ
る
突
発
的
な
自
然
災
害
に
対
す
る
自
己
救
助
演
習
を
実
施
す
る
。
　
・
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
で
地
理
に
関
す
る
問
題
を
討
論
す
る
。
例
え
ば
、
政
府
の
役
人
、
熱
帯
雨
林
の
土
着
民
、
世
界
の
環
境
保
護
組
織
　
　
の
メ
ン
バ
ー
、
開
発
業
者
な
ど
の
役
割
を
演
じ
て
、
ア
マ
ゾ
ン
川
の
開
発
と
保
護
の
問
題
を
討
論
す
る
。
　
ま
た
、
《
地
理
課
程
標
準
》
に
は
「
内
容
標
準
」
に
続
い
て
「
実
施
建
議
」
、
と
い
う
部
分
が
あ
り
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
と
グ
ル
ー
プ
活
動
を
用
い
た
学
習
方
法
や
問
題
解
決
型
の
学
習
指
導
方
法
な
ど
、
学
生
自
身
が
活
動
す
る
様
々
な
指
導
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
　
教
学
大
綱
か
ら
課
程
標
準
へ
の
転
換
の
も
っ
と
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
教
材
中
心
の
知
識
伝
授
型
の
指
導
か
ら
学
生
中
心
の
自
主
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的
活
動
を
重
視
し
た
指
導
へ
の
転
換
と
い
え
る
。
　
2
－
3
．
韓
国
　
日
本
で
は
一
九
七
〇
年
代
末
か
ら
「
ゆ
と
り
教
育
」
を
導
入
し
、
主
要
教
科
の
授
業
時
間
数
を
大
幅
に
削
減
し
て
い
っ
た
の
に
対
し
、
韓
国
の
場
合
、
授
業
時
間
数
の
変
動
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
初
等
学
校
六
年
生
の
特
別
活
動
を
除
い
た
授
業
時
間
数
の
推
移
を
見
る
と
、
第
三
次
教
育
課
程
（
一
九
七
三
～
一
九
八
一
）
か
ら
今
日
の
第
七
次
教
育
課
程
（
一
九
九
七
～
）
に
至
る
ま
で
の
四
回
の
教
育
課
程
改
訂
で
、
一
、
〇
八
五
時
間
妙
一
、
〇
二
〇
時
間
↓
一
、
〇
二
〇
時
間
妙
一
、
〇
二
〇
～
一
、
〇
六
四
時
間
妙
一
、
〇
二
〇
時
間
で
推
移
し
て
い
る
。
中
学
校
一
年
生
に
つ
い
て
も
一
、
一
二
〇
時
間
妙
↓
、
〇
八
八
～
一
、
一
二
二
時
間
妙
一
、
〇
八
八
～
一
、
一
五
六
妙
一
、
〇
八
八
～
一
、
一
二
二
時
間
時
間
↓
一
、
〇
八
八
時
間
と
な
っ
て
お
り
、
変
動
が
少
な
い
。
　
授
業
時
間
数
と
同
様
に
学
習
内
容
の
変
動
も
日
本
に
比
べ
る
と
は
る
か
に
小
幅
で
あ
っ
た
。
世
界
地
理
の
学
習
に
つ
い
て
も
第
三
次
教
育
課
程
の
時
代
か
ら
今
日
の
第
七
次
教
育
課
程
に
至
る
ま
で
、
初
等
学
校
社
会
科
で
近
隣
諸
国
を
中
心
と
す
る
初
歩
的
な
世
界
地
理
を
学
び
、
中
学
校
社
会
科
で
は
ア
ジ
ア
か
ら
始
ま
っ
て
オ
セ
ア
ニ
ア
で
終
わ
る
と
い
う
州
ご
と
の
学
習
ス
タ
イ
ル
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
中
学
校
の
ど
の
学
年
で
世
界
地
理
を
学
ぶ
か
に
つ
い
て
は
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
て
い
る
。
　
日
本
で
は
中
学
校
の
一
年
で
地
理
的
分
野
、
二
年
で
歴
史
的
分
野
、
三
年
で
公
民
的
分
野
を
学
ぶ
方
式
を
「
ざ
ぶ
と
ん
型
」
、
一
年
と
二
年
で
地
理
的
分
野
と
歴
史
的
分
野
を
併
行
し
て
学
び
、
三
年
で
公
民
的
分
野
を
学
ぶ
方
式
を
「
パ
イ
型
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
韓
国
で
は
日
本
の
「
ざ
ぶ
と
ん
型
」
の
こ
と
を
「
三
の
字
型
」
、
一
年
か
ら
三
年
ま
で
を
通
し
て
地
理
、
歴
史
、
公
民
の
各
分
野
を
併
行
し
て
学
ぶ
方
式
を
「
川
の
字
型
」
と
言
っ
て
い
る
。
第
三
次
教
育
課
程
で
は
「
三
の
字
型
」
で
、
韓
国
地
理
先
学
の
方
式
で
あ
っ
た
た
め
に
、
一
年
の
後
半
で
世
界
地
理
を
学
習
し
て
い
た
。
し
か
し
、
第
四
次
教
育
課
程
（
一
九
八
一
～
一
九
八
七
）
で
は
一
年
で
公
民
と
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韓
国
地
理
、
二
年
で
世
界
地
理
と
世
界
史
、
三
年
で
世
界
史
と
公
民
を
学
ぶ
変
則
「
川
の
字
型
」
に
な
り
、
第
五
次
教
育
課
程
（
一
九
八
七
～
一
九
九
二
）
で
は
変
則
「
川
の
字
型
」
で
は
あ
る
が
、
一
年
で
韓
国
と
世
界
の
地
誌
的
な
学
習
と
中
世
以
前
の
世
界
史
、
二
年
で
近
世
以
降
の
世
界
史
と
公
民
、
三
年
で
公
民
と
韓
国
お
よ
び
世
界
の
系
統
地
理
を
学
ぶ
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
第
六
次
教
育
課
程
（
一
九
九
二
～
一
九
九
七
）
で
は
一
年
で
韓
国
と
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
地
誌
お
よ
び
近
世
以
前
の
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
歴
史
、
二
年
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
セ
ア
ニ
ア
の
地
誌
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
と
近
世
以
降
の
世
界
史
お
よ
び
公
民
、
三
年
で
韓
国
お
よ
び
世
界
の
系
統
地
理
と
公
民
を
学
習
す
る
よ
う
に
変
わ
っ
た
。
そ
し
て
現
行
の
第
七
次
教
育
課
程
で
は
、
各
学
年
に
統
合
単
元
が
入
っ
て
き
た
が
、
一
年
で
韓
国
と
世
界
の
地
誌
的
な
学
習
、
三
年
で
系
統
地
理
的
な
学
習
が
配
さ
れ
て
お
り
、
世
界
の
地
誌
的
な
学
習
で
は
ア
ジ
ア
か
ら
始
ま
っ
て
す
べ
て
の
州
を
一
巡
す
る
ス
タ
イ
ル
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
　
た
だ
し
、
第
七
次
教
育
課
程
で
は
「
学
習
者
中
心
の
教
育
課
程
」
が
前
面
に
打
ち
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
深
化
補
充
型
の
水
準
別
教
育
課
程
が
導
入
さ
れ
た
た
め
、
学
習
方
法
な
ど
に
は
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。
水
準
別
教
育
課
程
と
は
、
学
習
目
標
に
到
達
し
た
学
生
に
は
よ
り
高
度
な
深
化
学
習
の
機
会
を
提
供
し
、
到
達
し
て
い
な
い
学
生
に
は
補
充
学
習
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
基
本
的
な
学
習
目
標
に
到
達
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
導
入
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
。
補
充
学
習
は
基
本
的
な
学
習
内
容
を
繰
り
返
し
指
導
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
教
育
課
程
や
教
科
書
の
中
に
特
別
な
学
習
内
容
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
深
化
学
習
に
つ
い
て
は
教
育
課
程
の
中
に
「
深
化
課
程
」
と
し
て
学
習
す
べ
き
内
容
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
教
科
書
で
も
「
深
化
学
習
」
と
か
「
選
択
学
習
」
と
い
う
ペ
ー
ジ
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
　
な
お
、
週
六
日
制
を
維
持
し
て
き
た
韓
国
で
も
、
二
〇
〇
六
年
度
か
ら
隔
週
の
土
曜
日
が
休
日
と
な
っ
て
お
り
、
目
下
、
完
全
週
五
日
制
へ
の
移
行
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
八
月
に
慶
北
大
学
校
の
地
理
教
育
関
係
者
か
ら
得
た
情
報
で
は
、
完
全
週
五
日
制
の
導
入
に
伴
っ
て
、
世
界
の
す
べ
て
を
網
羅
す
る
世
界
地
理
学
習
か
ら
重
点
地
域
中
心
の
世
界
地
理
学
習
へ
の
転
換
が
教
育
課
程
作
成
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担
当
者
間
で
議
論
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
3
．
日
中
韓
に
お
け
る
世
界
地
理
教
育
の
現
状
出
版
社
名
三
ペ
ー
ジ
分
以
上
記
載
の
国
名
ニ
ペ
ー
ジ
分
（
及
び
一
ペ
ー
ジ
分
）
記
載
の
国
名
東
京
書
籍
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ガ
ー
ナ
帝
国
書
院
中
国
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ッ
ケ
ニ
ア
（
一
ペ
ー
ジ
）
教
育
出
版
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
オ
ラ
ン
ダ
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
大
阪
書
籍
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
イ
タ
リ
ア
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ
（
合
計
二
ペ
ー
ジ
）
日
本
書
籍
新
社
中
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
日
本
文
教
出
版
オ
ラ
ン
ダ
、
タ
イ
、
ア
メ
リ
カ
韓
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
（
各
一
ペ
ー
ジ
）
3
－
1
．
日
本
　
2
1
1
で
の
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
八
九
年
公
布
の
中
学
校
学
習
指
導
要
領
で
は
世
界
の
地
誌
的
な
学
習
に
つ
い
て
は
「
地
域
又
は
国
の
う
ち
か
ら
三
つ
程
度
を
選
ん
で
取
り
上
げ
る
こ
と
」
と
さ
れ
、
教
科
書
で
も
六
つ
程
度
の
地
域
・
国
だ
け
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
一
九
九
八
年
公
布
の
中
学
校
学
習
指
導
要
領
で
は
世
界
の
地
誌
的
な
学
習
は
さ
ら
に
一
段
と
縮
小
さ
れ
て
い
る
。
学
習
内
容
の
中
に
は
②
「
地
域
の
規
模
に
応
じ
た
調
査
」
の
ウ
「
世
界
の
国
々
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
が
、
内
容
の
取
扱
い
で
は
「
ウ
に
つ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
は
、
二
つ
又
は
三
つ
の
国
を
　
表
1
　
日
本
の
中
学
校
社
会
科
教
科
書
中
の
世
界
の
国
々
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
ア
メ
リ
カ
と
略
記
）
　
　
事
例
と
し
て
選
び
・
具
体
的
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
り
扱
う
よ
う
に
す
る
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
国
に
つ
い
て
は
、
近
隣
の
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
含
め
て
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
特
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
色
あ
る
視
点
や
方
法
で
追
究
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」
と
書
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
て
い
る
。
上
の
表
1
は
、
手
55　　日中韓の義務教育段階における世界地理教育　　諏訪
元
に
あ
る
二
〇
〇
七
年
印
刷
の
六
種
類
の
教
科
書
で
実
際
に
ど
の
よ
う
な
国
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
を
比
べ
て
み
た
も
の
で
あ
る
。
　
ほ
ぼ
全
教
科
書
に
共
通
し
て
い
る
の
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
中
国
で
、
小
学
校
社
会
科
の
す
べ
て
の
教
科
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
韓
国
を
加
え
た
三
か
国
だ
け
が
、
日
本
人
が
共
通
に
知
っ
て
い
る
（
は
ず
）
の
国
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
　
そ
し
て
、
教
科
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
国
々
に
つ
い
て
の
記
述
内
容
は
、
一
言
で
い
え
ば
、
き
わ
め
て
断
片
的
な
も
の
で
あ
る
。
教
科
書
に
よ
る
バ
ラ
つ
き
は
あ
る
が
「
世
界
の
国
々
の
調
査
」
の
総
ペ
ー
ジ
数
は
三
〇
ペ
ー
ジ
程
度
で
あ
る
し
、
各
頁
の
半
分
以
上
を
写
真
や
図
表
が
占
め
、
「
調
べ
学
習
」
の
課
題
に
つ
い
て
の
指
示
や
調
べ
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
多
く
の
紙
面
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
具
体
的
な
情
報
の
量
は
限
ら
れ
て
い
る
。
各
国
に
つ
い
て
の
記
述
が
断
片
的
で
、
具
体
的
な
情
報
量
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
中
国
の
《
地
理
教
学
大
綱
》
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
つ
い
て
の
「
教
学
内
容
要
点
」
に
あ
が
っ
て
い
る
事
項
が
、
二
〇
〇
七
年
版
の
教
科
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
、
採
択
率
の
高
い
東
京
書
籍
の
教
科
書
か
ら
抜
き
出
し
て
本
稿
末
尾
の
表
2
の
二
段
目
に
示
し
た
。
情
報
と
し
て
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
て
も
、
本
文
中
で
は
な
く
地
図
や
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
、
授
業
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
あ
る
の
で
、
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
ど
の
よ
う
な
場
所
（
本
文
、
地
図
、
写
真
な
ど
）
で
記
載
さ
れ
て
い
る
か
を
記
入
し
た
。
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
関
し
て
は
、
最
も
重
要
な
企
業
的
な
大
規
模
農
業
と
農
産
物
の
輸
出
、
多
国
籍
企
業
、
先
端
技
術
産
業
、
移
民
と
人
種
・
民
族
な
ど
は
本
文
で
も
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
次
の
レ
ベ
ル
の
主
要
な
産
業
の
分
布
や
主
要
都
市
に
つ
い
て
は
、
地
図
中
に
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
の
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
伝
統
的
な
地
誌
学
習
で
重
視
さ
れ
て
き
た
自
然
環
境
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
記
載
さ
れ
て
い
な
い
か
、
き
わ
め
て
簡
略
な
記
述
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
　
そ
れ
で
も
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
場
合
は
「
世
界
の
国
々
の
調
査
」
の
事
例
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
あ
る
程
度
の
ま
と
ま
っ
た
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
事
例
対
象
に
入
っ
て
い
な
い
国
の
場
合
、
重
要
度
が
高
い
と
思
わ
れ
る
国
で
あ
っ
て
も
、
教
科
書
中
の
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記
述
は
貧
弱
そ
の
も
の
で
あ
る
。
　
例
え
ば
、
世
界
第
二
位
の
人
口
を
擁
し
、
今
で
は
I
T
大
国
と
評
さ
れ
て
い
る
イ
ン
ド
に
つ
い
て
、
東
京
書
籍
の
中
学
社
会
科
地
理
的
分
野
の
教
科
書
で
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
記
述
に
関
連
し
て
「
す
ず
鉱
山
や
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
労
働
者
は
、
中
国
や
イ
ン
ド
か
ら
の
移
住
者
、
先
住
民
だ
っ
た
。
」
「
（
マ
レ
ー
シ
ア
へ
）
中
国
系
（
華
人
）
や
イ
ン
ド
系
（
タ
ミ
ー
ル
人
）
な
ど
の
人
々
が
移
り
住
ん
で
き
て
、
複
合
民
族
国
家
に
な
り
ま
し
た
。
」
と
書
か
れ
て
い
る
部
分
と
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
形
成
の
説
明
の
と
こ
ろ
で
「
そ
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
今
の
イ
ン
ド
の
大
地
が
衝
突
し
た
結
果
、
地
層
が
も
ち
上
が
り
、
世
界
一
の
大
山
脈
と
チ
ベ
ッ
上
局
原
が
誕
生
し
た
の
で
す
。
」
と
書
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
帝
国
書
院
の
教
科
書
の
場
合
は
、
世
界
の
人
口
増
加
問
題
の
部
分
で
、
イ
ン
ド
の
家
族
計
画
に
関
す
る
情
報
が
少
し
入
っ
て
い
る
が
、
ほ
か
に
は
ガ
ン
ジ
ス
川
で
身
を
清
め
る
人
々
の
様
子
の
口
絵
写
真
と
地
震
対
策
の
事
例
と
し
て
イ
ン
ド
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
が
あ
る
だ
け
で
、
五
十
歩
百
歩
と
言
っ
て
よ
い
。
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
の
記
述
も
似
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
北
朝
鮮
に
い
た
っ
て
は
、
両
教
科
書
と
も
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
。
3
1
2
．
中
国
　
日
中
韓
三
か
国
で
現
在
使
わ
れ
て
い
る
小
学
校
の
教
科
書
の
中
で
、
世
界
地
理
を
最
も
網
羅
的
に
扱
っ
て
い
る
の
は
中
国
の
《
社
会
科
6
年
級
下
》
で
あ
る
。
人
民
教
育
出
版
者
の
《
社
会
科
六
年
級
下
》
は
、
東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
、
ア
ラ
ブ
世
界
、
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
旧
ソ
連
圏
、
北
ア
メ
リ
カ
、
南
ア
メ
リ
カ
、
オ
セ
ア
ニ
ア
と
い
う
順
に
世
界
を
一
巡
す
る
記
述
で
、
七
〇
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
い
る
。
A
5
判
と
い
う
小
さ
な
判
で
、
紙
面
の
約
六
割
が
写
真
と
簡
単
な
地
図
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
記
述
内
容
は
表
面
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
世
界
全
体
の
広
が
り
と
気
候
や
生
活
の
多
様
性
は
十
分
に
伝
わ
る
教
科
書
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
不
思
議
な
こ
と
に
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
ア
ラ
ブ
世
界
に
飛
ん
で
い
る
た
め
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
か
ら
イ
ラ
ン
ま
で
の
南
ア
ジ
ア
及
び
西
ア
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ジ
ア
東
部
地
域
に
つ
い
て
の
記
述
が
欠
落
し
て
い
る
。
　
こ
の
《
社
会
科
六
年
級
下
》
は
二
〇
〇
七
年
に
も
印
刷
販
売
さ
れ
て
い
る
が
、
《
全
日
制
小
学
社
会
教
学
大
綱
》
に
基
づ
く
教
科
書
で
あ
っ
て
、
基
礎
教
育
課
程
改
革
後
の
課
程
標
準
に
基
づ
く
教
科
書
で
は
な
い
。
中
国
の
場
合
、
新
し
い
教
育
課
程
が
公
布
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
あ
る
年
を
期
し
て
一
斉
に
新
し
い
課
程
に
移
行
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
都
市
と
農
村
、
中
央
と
地
方
の
間
で
導
入
時
期
に
数
年
の
差
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
上
級
学
校
へ
の
進
学
を
意
識
し
た
学
校
が
、
課
程
標
準
に
基
づ
く
教
科
書
と
教
学
大
綱
に
基
づ
く
教
科
書
を
併
用
し
て
い
る
と
い
う
実
態
が
あ
り
、
実
際
の
需
要
が
あ
る
た
め
に
今
も
な
お
印
刷
販
売
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
基
礎
教
育
課
程
改
革
の
発
表
か
ら
丸
六
年
が
経
過
し
た
現
在
、
都
市
部
の
小
学
校
で
は
「
品
徳
と
社
会
」
で
の
授
業
が
大
勢
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
　
北
京
師
範
大
学
出
版
社
の
《
品
徳
と
社
会
六
年
級
下
》
の
場
合
、
「
地
球
を
め
ぐ
っ
て
世
界
を
見
る
」
と
い
う
一
四
ペ
ー
ジ
分
の
章
で
、
日
本
、
西
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
・
デ
ン
マ
ー
ク
、
ロ
シ
ア
、
北
米
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
世
界
を
一
巡
す
る
網
羅
的
な
学
習
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
世
界
の
広
が
り
と
多
様
性
は
伝
わ
っ
て
く
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
し
、
人
民
教
育
出
版
者
の
《
社
会
科
六
年
級
下
》
の
世
界
に
つ
い
て
の
記
述
が
表
面
的
で
あ
っ
た
た
め
、
世
界
地
理
学
習
が
大
き
く
後
退
し
た
と
い
う
印
象
は
そ
れ
ほ
ど
な
い
。
　
し
か
し
、
中
学
校
の
場
合
は
、
《
地
理
教
学
大
綱
》
に
基
づ
く
中
学
校
教
科
書
《
地
理
》
と
比
べ
る
と
、
《
地
理
課
程
標
準
》
に
基
づ
く
中
学
校
教
科
書
《
地
理
》
、
お
よ
び
《
歴
史
と
社
会
課
程
標
準
》
に
基
づ
く
中
学
校
教
科
書
《
歴
史
と
社
会
》
で
は
、
世
界
地
理
の
扱
い
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
　
《
地
理
教
学
大
綱
》
に
基
づ
く
中
学
校
教
科
書
の
世
界
地
理
に
つ
い
て
の
記
述
は
充
実
し
て
い
た
。
人
民
教
育
出
版
社
の
中
学
校
用
の
教
科
書
《
地
理
》
は
四
分
冊
か
ら
な
り
、
中
学
校
第
一
学
年
で
学
習
す
る
第
一
冊
と
第
二
冊
は
世
界
地
理
、
第
二
学
年
で
学
習
す
る
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第
三
冊
と
第
四
冊
は
中
国
地
理
に
充
て
ら
れ
て
い
た
。
第
一
冊
（
一
九
九
五
年
版
）
で
は
地
球
や
地
図
、
世
界
の
自
然
環
境
に
続
い
て
東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
が
扱
わ
れ
、
第
二
冊
（
一
九
九
五
年
版
）
で
は
南
ア
ジ
ア
、
西
ア
ジ
ア
と
北
ア
フ
リ
カ
、
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
西
部
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
東
部
と
北
ア
ジ
ア
、
北
ア
メ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
オ
セ
ア
ニ
ア
、
南
極
が
扱
わ
れ
て
い
た
。
各
分
冊
は
B
5
版
で
＝
二
〇
ペ
ー
ジ
（
＋
口
絵
八
ペ
ー
ジ
）
で
あ
っ
た
の
で
、
世
界
地
理
の
学
習
に
全
部
で
二
六
〇
ペ
ー
ジ
（
＋
口
絵
）
が
充
て
ら
れ
て
い
た
。
社
会
主
義
計
画
経
済
国
家
に
見
ら
れ
た
地
理
教
育
重
視
の
伝
統
が
継
承
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
　
「
君
は
《
西
遊
記
》
の
神
話
故
事
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
　
唐
代
の
高
僧
玄
　
は
（
中
略
）
長
安
（
今
の
西
安
）
か
ら
西
に
行
き
、
苦
難
を
恐
れ
ず
流
砂
を
過
ぎ
、
雪
山
を
超
え
、
西
域
を
経
て
南
に
向
か
い
、
仏
教
の
発
祥
地
天
竺
に
到
達
し
た
。
古
代
の
天
竺
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
現
在
の
南
ア
ジ
ア
地
区
に
あ
る
」
と
い
う
導
入
か
ら
始
ま
る
南
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
の
記
述
は
九
ペ
ー
ジ
に
及
ん
で
い
た
。
イ
ン
ド
に
つ
い
て
も
、
古
代
文
明
か
ら
始
ま
る
歴
史
、
農
業
の
発
展
と
人
口
圧
力
、
近
年
に
お
け
る
工
業
の
発
展
、
主
要
な
都
市
、
そ
し
て
イ
ン
ド
の
牛
に
つ
い
て
の
コ
ラ
ム
と
、
合
計
四
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
た
。
地
域
区
分
で
興
味
深
い
の
は
中
央
ア
ジ
ア
が
独
立
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
点
で
、
わ
ず
か
五
ペ
ー
ジ
分
と
は
い
え
、
一
つ
の
章
と
な
っ
て
い
た
。
　
し
か
し
、
《
地
理
課
程
標
準
》
に
基
づ
く
人
民
教
育
出
版
者
版
の
《
地
理
》
（
二
〇
〇
六
年
版
）
の
場
合
、
七
年
級
下
冊
で
世
界
の
地
誌
的
な
学
習
が
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
世
界
の
網
羅
的
学
習
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
目
次
は
、
第
六
章
第
七
章
第
八
章
第
九
章
私
た
ち
の
生
活
す
る
大
州
ー
ア
ジ
ア
　
第
一
節
　
自
然
環
境
　
第
二
節
　
人
文
環
境
私
た
ち
の
近
隣
の
国
家
と
地
区
　
第
一
節
　
日
本
　
第
二
節
　
東
南
ア
ジ
ア
　
第
三
節
　
イ
ン
ド
　
第
四
節
　
ロ
シ
ア
東
半
球
の
そ
の
他
の
国
家
と
地
区
　
第
一
節
　
中
東
　
第
二
節
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
西
部
　
第
三
節
　
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
　
第
四
節
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
西
半
球
の
国
家
　
第
一
節
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
　
第
二
節
　
ブ
ラ
ジ
ル
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第
十
章
　
極
地
地
区
と
な
っ
て
い
る
。
七
年
級
下
冊
自
身
の
総
ペ
ー
ジ
数
が
九
〇
ペ
ー
ジ
程
度
で
あ
る
上
、
紙
面
の
約
三
分
の
二
が
カ
ラ
フ
ル
な
地
図
、
写
真
、
表
で
占
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
情
報
量
と
し
て
は
《
地
理
教
学
大
綱
》
に
基
づ
く
教
科
書
の
半
分
以
下
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
で
も
、
学
校
で
「
地
理
」
科
目
の
授
業
を
開
設
し
て
い
る
場
合
は
、
世
界
の
主
要
な
地
域
、
国
家
に
つ
い
て
は
一
応
カ
バ
ー
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。
　
し
か
し
、
基
礎
教
育
課
程
改
革
で
は
従
来
の
「
地
理
」
と
「
歴
史
」
か
、
新
し
い
統
合
科
目
で
あ
る
「
歴
史
と
社
会
」
の
ど
ち
ら
か
を
履
修
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
二
〇
〇
六
年
ぐ
ら
い
か
ら
「
歴
史
と
社
会
」
で
授
業
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
学
校
が
急
増
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
　
た
だ
し
、
大
学
進
学
希
望
者
の
多
い
大
都
市
の
中
学
校
の
場
合
、
中
学
校
（
初
級
中
学
）
と
高
校
（
高
級
中
学
）
が
併
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
新
し
く
登
場
し
た
「
歴
史
と
社
会
」
で
は
な
く
、
従
来
か
ら
の
「
地
理
」
と
「
歴
史
」
を
履
修
さ
せ
る
こ
と
で
、
大
学
入
試
に
求
め
ら
れ
る
知
識
を
し
っ
か
り
と
注
入
さ
せ
る
方
針
を
と
っ
て
い
る
学
校
も
少
な
く
な
い
。
　
「
歴
史
と
社
会
」
の
場
合
、
世
界
に
つ
い
て
の
地
誌
的
な
学
習
は
《
歴
史
と
社
会
七
年
級
下
冊
》
（
上
海
教
育
出
版
社
）
を
見
る
と
、
第
三
単
元
の
第
六
課
と
第
七
課
の
計
二
六
ペ
ー
ジ
分
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
扱
わ
れ
て
い
る
国
も
「
第
六
課
　
発
達
し
た
国
家
」
で
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
日
本
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
四
か
国
、
「
第
七
課
　
発
展
中
の
国
家
」
で
も
海
湾
国
家
（
ペ
ル
シ
ャ
湾
岸
国
家
）
、
イ
ン
ド
、
ケ
ニ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
四
ヶ
所
だ
け
で
あ
る
。
現
在
、
海
外
か
ら
中
国
に
来
て
い
る
留
学
生
の
五
〇
％
以
上
が
韓
国
か
ら
の
留
学
生
で
あ
る
。
小
学
校
の
「
品
徳
と
社
会
」
で
も
、
中
学
校
の
「
歴
史
と
社
会
」
で
も
韓
国
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
現
状
を
知
れ
ば
、
寂
し
い
思
い
を
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
《
歴
史
と
社
会
七
年
級
下
冊
》
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
つ
い
て
の
記
述
状
況
を
本
稿
末
尾
表
2
の
第
三
段
に
示
し
た
が
、
ア
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メ
リ
カ
合
衆
国
の
現
代
的
な
問
題
を
中
心
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
の
地
理
教
育
重
視
の
伝
統
は
跡
形
も
な
く
な
っ
て
い
る
。
自
然
環
境
や
基
本
的
な
産
業
に
つ
い
て
の
記
述
が
抜
け
落
ち
て
い
て
、
3
1
3
．
韓
国
　
韓
国
の
小
学
校
社
会
の
教
科
書
は
、
教
育
人
的
資
源
部
と
い
う
日
本
の
文
部
科
学
省
に
相
当
す
る
組
織
が
発
行
し
て
お
り
、
国
定
教
科
書
と
い
っ
て
よ
い
。
世
界
地
理
に
つ
い
て
の
学
習
は
、
初
等
学
校
《
社
会
6
－
2
》
（
二
〇
〇
三
年
版
）
の
第
二
章
「
共
に
生
き
て
い
く
世
界
」
の
①
「
変
化
す
る
世
界
の
様
々
な
国
」
で
扱
わ
れ
て
い
る
。
世
界
を
大
観
す
る
ペ
ー
ジ
の
後
、
①
1
2
「
私
た
ち
と
関
係
の
深
い
国
々
」
と
し
て
中
国
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
一
・
五
ペ
ー
ジ
か
ら
二
ペ
ー
ジ
で
記
述
さ
れ
、
続
い
て
①
ー
3
「
よ
り
近
く
な
る
世
界
の
様
々
な
国
」
で
西
ア
ジ
ア
の
産
油
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
に
つ
い
て
の
記
述
は
一
・
五
ペ
ー
ジ
分
で
、
し
か
も
日
本
地
図
が
そ
の
半
分
を
占
め
て
い
る
た
め
、
本
文
に
書
か
れ
て
い
る
の
は
二
〇
〇
二
年
に
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
を
韓
国
と
日
本
が
共
催
し
た
こ
と
と
、
太
平
洋
沿
岸
の
工
業
地
帯
で
質
の
高
い
製
品
が
生
産
さ
れ
て
い
る
こ
と
程
度
で
あ
る
。
他
に
は
日
本
地
図
の
空
間
部
分
に
東
京
、
京
都
、
奈
良
に
つ
い
て
の
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
。
初
等
学
校
《
社
会
6
i
2
》
の
①
「
変
化
す
る
世
界
の
様
々
な
国
」
は
二
四
ペ
ー
ジ
分
で
、
日
本
の
小
学
校
の
教
科
書
の
一
六
～
一
八
ペ
ー
ジ
分
よ
り
若
干
多
い
程
度
で
、
日
韓
間
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
異
は
な
い
。
　
し
か
し
、
中
学
校
の
教
科
書
に
な
る
と
日
韓
の
間
で
大
き
な
違
い
が
現
わ
れ
る
。
韓
国
の
中
学
校
の
教
科
書
《
社
会
一
》
（
二
〇
〇
七
年
版
）
で
は
、
世
界
の
地
誌
的
な
学
習
を
扱
う
V
「
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
の
生
活
」
、
W
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
生
活
」
、
W
「
ア
メ
リ
カ
と
オ
セ
ア
ニ
ア
の
生
活
」
の
三
つ
の
章
の
合
計
が
、
ど
の
教
科
書
で
も
ほ
ぼ
一
〇
〇
ぺ
…
ジ
に
達
し
て
い
る
。
　
前
述
し
た
よ
う
に
、
現
行
の
第
七
次
教
育
課
程
で
は
学
習
者
中
心
主
義
が
前
面
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
主
と
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す
る
ア
ン
グ
ロ
ア
メ
リ
カ
の
学
習
を
例
に
と
る
と
、
グ
ロ
ア
メ
リ
カ
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
　　　　　④③②①色
教
育
課
程
の
「
m
ア
メ
リ
カ
と
オ
セ
ア
ニ
ア
の
生
活
」
の
（
あ
）
先
進
地
域
ア
ン
　
6
2
先
進
地
域
ア
ン
グ
ロ
ア
メ
リ
カ
位
置
、
範
囲
お
よ
び
自
然
環
境
の
特
徴
を
把
握
す
る
。
歴
史
。
文
化
的
背
景
を
理
解
し
て
、
国
家
成
立
と
領
土
拡
張
過
程
を
調
査
す
る
。
農
牧
業
の
特
徴
を
調
査
し
て
、
主
要
資
源
お
よ
び
工
業
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
。
都
市
成
長
、
人
口
移
動
を
把
握
し
て
、
そ
の
地
域
が
当
面
す
る
問
題
と
そ
の
解
決
方
法
を
提
示
す
る
東洋文化研究10号
　
　
　
［
深
化
過
程
］
　
　
　
ア
ン
グ
ロ
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
て
き
た
人
々
の
出
身
地
域
が
、
時
代
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
か
を
調
べ
て
み
る
。
　
「
調
査
す
る
」
と
「
調
べ
て
み
る
」
と
い
う
言
葉
が
四
回
も
出
て
お
り
、
学
習
者
中
心
の
「
調
べ
学
習
」
が
前
面
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
表
2
の
最
下
段
に
示
し
た
よ
う
に
、
ア
ン
グ
ロ
ア
メ
リ
カ
の
自
然
環
境
や
基
本
的
な
産
業
に
関
す
る
情
報
は
き
っ
ち
り
と
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
4
　
ま
と
め
と
提
案
　
日
中
韓
の
三
か
国
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
は
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
国
際
化
時
代
に
入
ろ
う
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
将
来
の
担
い
手
に
対
す
る
教
育
の
場
で
、
世
界
地
理
教
育
が
軽
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
軽
視
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
以
上
で
述
べ
て
き
た
要
点
を
、
夕
刊
専
門
紙
の
見
出
し
風
に
表
現
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
　
日
本
．
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
位
置
を
誤
っ
て
答
え
る
大
学
生
が
急
増
。
過
去
三
〇
年
に
わ
た
る
「
ゆ
と
り
教
育
」
に
よ
る
世
界
地
理
　
　
　
　
軽
視
の
影
響
か
？
　
中
国
．
二
〇
〇
一
年
か
ら
始
ま
っ
た
基
礎
教
育
課
程
改
革
で
、
統
合
科
目
「
歴
史
と
社
会
」
の
み
履
修
の
中
学
生
が
急
増
。
世
界
地
　
　
　
　
理
重
視
の
伝
統
は
崩
壊
寸
前
。
　
韓
国
．
学
習
者
中
心
の
教
育
課
程
を
導
入
し
た
が
、
網
羅
的
な
世
界
地
理
学
習
は
健
在
。
た
だ
し
次
の
教
育
課
程
改
訂
で
は
日
中
と
　
　
　
　
同
様
の
世
界
地
理
軽
視
路
線
に
突
入
か
？
　
こ
の
よ
う
な
世
界
地
理
軽
視
の
流
れ
は
、
ど
う
考
え
て
も
間
違
っ
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
。
経
済
的
に
も
軍
事
的
に
も
、
ま
た
地
球
環
境
と
い
う
面
で
も
将
来
の
世
界
の
帰
趨
を
握
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
位
置
を
知
ら
な
い
大
学
生
。
相
互
交
流
が
ま
す
ま
す
活
発
に
な
っ
て
い
る
隣
国
に
つ
い
て
の
記
述
が
ほ
と
ん
ど
な
い
教
科
書
。
ほ
か
の
様
々
な
理
由
の
し
わ
寄
せ
が
あ
る
と
は
言
え
、
こ
の
よ
う
な
現
実
が
あ
っ
て
よ
い
は
ず
が
な
い
。
　
筆
者
は
、
一
九
九
八
年
以
来
約
一
〇
年
間
、
日
中
韓
環
境
教
育
協
力
会
と
い
う
N
P
O
の
一
員
と
し
て
、
主
に
中
国
で
参
加
体
験
型
の
環
境
教
育
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
学
習
者
が
中
心
と
な
る
学
習
方
法
の
重
要
性
を
伝
え
る
活
動
を
し
て
き
た
当
事
者
で
あ
る
の
で
、
学
校
教
育
に
お
い
て
も
学
習
者
主
体
の
授
業
方
法
の
導
入
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。
知
識
伝
授
型
の
教
育
か
ら
脱
し
て
「
考
え
る
力
」
や
「
知
識
活
用
力
」
を
育
も
う
と
い
う
、
現
在
の
教
育
改
革
の
大
き
な
流
れ
に
つ
い
て
も
適
切
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
、
基
礎
的
な
知
識
を
幼
少
時
に
し
っ
か
り
と
身
に
付
け
る
こ
と
も
大
事
な
こ
と
で
、
決
し
て
疎
か
に
し
て
は
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。
「
考
え
る
力
を
養
成
し
よ
う
と
し
て
も
、
そ
の
基
礎
と
な
る
知
識
が
あ
ま
り
に
少
な
い
と
、
思
考
や
議
論
は
深
ま
ら
な
く
な
る
」
「
自
ら
調
べ
る
能
力
を
育
ん
で
も
、
基
礎
的
な
知
識
が
な
い
と
、
そ
れ
ら
を
応
用
し
て
役
立
て
に
く
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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こ
れ
か
ら
の
東
ア
ジ
ア
社
会
を
考
え
た
場
合
も
、
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
て
い
く
上
で
基
礎
的
な
知
識
は
ど
う
し
て
も
不
可
欠
で
あ
る
。
ど
ん
な
事
情
が
あ
っ
て
も
、
基
礎
的
な
知
識
を
疎
か
に
す
る
よ
う
な
教
育
課
程
の
改
訂
は
、
何
と
し
て
も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
　
で
は
、
具
体
的
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
こ
こ
で
は
将
来
へ
向
け
て
の
第
一
歩
と
な
り
そ
う
な
提
案
、
す
な
わ
ち
日
中
韓
各
国
で
の
「
東
ア
ジ
ア
地
理
」
の
授
業
開
設
を
提
案
し
た
い
。
　
日
中
韓
三
か
国
の
協
力
の
下
で
「
東
ア
ジ
ア
地
理
」
の
共
通
教
材
を
作
成
し
、
そ
の
た
め
の
授
業
時
間
を
各
国
が
設
け
、
隣
国
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
自
国
に
つ
い
て
も
東
ア
ジ
ア
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
再
度
見
直
し
、
さ
ら
に
広
い
世
界
へ
目
を
向
け
さ
せ
る
よ
う
な
「
東
ア
ジ
ア
地
理
」
と
い
う
授
業
を
日
中
韓
各
国
が
同
時
に
行
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
東
ア
ジ
ア
地
理
」
と
い
う
授
業
を
行
う
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
協
力
関
係
構
築
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
と
か
、
無
用
な
摩
擦
を
事
前
に
回
避
で
き
る
な
ど
、
東
ア
ジ
ア
各
国
が
得
る
利
益
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。
　
日
中
韓
三
か
国
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
実
は
、
ど
の
国
も
自
国
の
学
習
の
た
め
の
授
業
時
間
は
現
在
も
か
な
り
確
保
し
て
い
る
。
そ
の
自
国
学
習
の
時
間
の
二
割
程
度
を
供
出
す
る
こ
と
で
、
「
東
ア
ジ
ア
地
理
」
の
授
業
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
は
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。
　
「
東
ア
ジ
ア
地
理
」
の
授
業
開
設
に
つ
い
て
は
、
日
中
韓
各
国
で
、
政
治
的
・
経
済
的
・
文
化
的
に
主
導
的
な
立
場
に
あ
る
人
々
が
、
そ
れ
を
開
設
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
し
っ
か
り
と
自
覚
す
れ
ば
、
開
設
を
求
め
る
う
ね
り
は
比
較
的
早
い
時
期
に
到
来
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
予
感
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
時
期
の
早
期
到
来
に
備
え
て
、
「
東
ア
ジ
ア
地
理
」
の
共
通
教
材
の
開
発
を
各
国
の
地
理
教
育
関
係
者
に
呼
び
か
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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〈
付
言
〉
　
二
〇
〇
七
年
十
月
三
〇
日
に
日
本
の
中
央
教
育
審
議
会
は
、
次
回
の
学
習
指
導
要
領
の
改
定
素
案
を
提
示
し
た
。
そ
こ
に
は
主
要
教
科
の
授
業
時
間
数
の
増
加
が
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、
翌
日
の
新
聞
各
紙
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
ゆ
と
り
教
育
」
か
ら
の
大
き
な
方
向
転
換
で
あ
る
こ
と
を
報
じ
た
。
文
部
科
学
省
で
は
中
教
審
の
改
定
素
案
に
沿
っ
た
新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
作
成
作
業
を
始
め
て
い
る
が
、
重
要
な
点
は
、
増
加
す
る
授
業
時
間
数
を
ど
の
領
域
に
重
点
的
に
配
分
す
る
か
で
あ
る
。
社
会
科
に
つ
い
て
は
過
去
三
〇
年
間
で
極
端
に
減
少
し
て
し
ま
っ
た
世
界
地
理
学
習
の
時
間
増
を
期
待
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
八
年
一
月
）
諏訪
注
（
U
R
L
は
い
ず
れ
も
、
二
〇
〇
七
・
九
・
三
〇
に
ア
ク
セ
ス
）
（
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）
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8
耳
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貯
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ざ
戸
器
℃
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3
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国
教
育
事
立
友
展
銃
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振
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暮
ε
…
喪
≦
ぞ
≦
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巴
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鉱
U
1
1
一
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亀
O
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4
）
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寿
（
一
九
九
九
）
中
国
中
小
学
地
理
教
育
大
事
記
、
地
　
　
理
教
学
一
九
九
九
年
第
五
期
。
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暮
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b
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ω
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一
b
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（
5
）
　
隊
澄
主
鯖
（
二
〇
〇
七
）
三
〇
頁
（
6
）
　
常
隼
鋒
主
編
（
二
〇
〇
四
）
二
九
⊥
二
九
頁
（
7
）
　
《
九
年
又
劣
教
育
三
年
制
初
級
中
学
教
科
弔
地
理
第
2
朋
》
、
　
　
人
民
教
育
出
版
社
、
一
頁
参
考
文
献
（
1
）
教
科
書
関
係
日
本
　
『
小
学
社
会
6
下
』
、
教
育
出
版
、
二
〇
〇
七
　
　
　
『
新
編
新
し
い
社
会
6
下
』
、
東
京
書
籍
、
二
〇
〇
七
　
　
　
『
新
編
新
し
い
社
会
地
理
』
、
東
京
書
籍
、
二
〇
〇
七
　
　
　
『
社
会
科
中
学
生
の
地
理
』
、
帝
国
書
院
、
二
〇
〇
七
　
　
　
『
中
学
社
会
地
理
地
域
に
学
ぶ
』
、
教
育
出
版
、
二
〇
〇
七
　
　
　
『
中
学
社
会
地
理
的
分
野
』
、
大
阪
書
籍
、
二
〇
〇
七
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中
国
韓
国
『
中
学
生
の
社
会
科
地
理
世
界
と
日
本
の
国
土
』
、
日
本
文
　
教
出
版
『
わ
た
し
た
ち
の
中
学
社
会
地
理
的
分
野
』
、
日
本
書
籍
新
　
社
、
二
〇
〇
七
《
九
年
又
多
教
育
六
年
制
教
科
唱
社
会
第
六
朋
》
、
人
民
教
　
育
出
版
社
、
二
〇
〇
六
《
又
劣
教
育
裸
程
椋
准
実
強
教
科
弔
品
徳
与
社
会
六
年
級
　
下
》
、
北
京
捕
萢
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
《
九
年
又
勢
教
育
三
年
制
初
級
中
学
教
科
弔
地
理
第
1
朋
》
、
　
人
民
教
育
出
版
社
、
一
九
九
五
《
九
年
又
劣
教
育
三
年
制
初
級
中
学
教
科
弔
地
理
第
2
朋
》
、
　
人
民
教
育
出
版
社
、
一
九
九
五
《
又
劣
教
育
裸
程
林
准
実
験
教
科
弔
地
理
七
年
級
下
朋
》
、
　
人
民
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
六
《
又
劣
教
育
裸
程
椋
准
実
験
教
科
弔
厨
史
与
社
会
八
年
級
　
下
朋
》
、
上
海
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
六
《
朴
司
6
1
2
》
、
皿
号
里
狽
対
廻
早
、
二
〇
〇
三
（
『
社
　
会
6
1
2
』
、
教
育
人
的
資
源
部
）
、
二
〇
〇
三
）
《
秀
叫
ユ
朴
司
1
》
、
刈
叫
4
、
二
〇
〇
七
（
『
中
学
校
社
会
　
1
』
、
地
学
社
、
二
〇
〇
七
）
《
ス
τ
叫
皿
朴
司
1
》
、
ユ
司
暑
屯
、
二
〇
〇
七
（
『
中
学
校
社
　
会
1
』
、
高
麗
出
版
、
二
〇
〇
七
）
《
ス
下
計
「
ユ
朴
司
1
》
、
号
糾
4
、
二
〇
〇
七
（
『
中
学
校
社
会
　
1
』
、
ト
ン
ホ
ァ
社
、
二
〇
〇
七
）
参
考
文
献
（
2
）
教
育
課
程
関
係
等
　
　
（
U
R
L
は
い
ず
れ
も
、
二
〇
〇
七
・
九
・
三
〇
に
ア
ク
セ
ス
）
日
本
中
国
韓
国
「
過
去
の
学
習
指
導
要
領
」
（
鐸
8
ミ
≦
≦
≦
°
巳
8
罫
σ
q
9
噺
O
＼
　
σ
q
三
Ω
①
ぎ
①
＼
。
匡
＼
）
「
全
日
制
中
学
地
理
教
学
大
姻
」
（
耳
8
ミ
ヨ
9
嘗
N
母
ε
．
　
8
ヨ
＼
σ
。
。
ミ
一
①
＼
σ
q
冒
＼
訂
O
一
①
O
刈
刈
も
象
）
《
全
日
制
又
勢
教
育
品
徳
与
社
会
裸
程
椋
准
（
実
強
稿
）
》
、
　
北
京
師
萢
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
二
《
全
日
制
又
劣
教
育
地
理
裸
程
祢
准
（
実
強
稿
）
》
、
北
京
帰
　
萢
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
《
全
日
制
又
劣
教
育
厨
史
与
社
会
裸
程
椋
准
（
一
）
（
実
験
　
稿
）
》
、
北
京
師
萢
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
《
全
日
制
又
劣
教
育
厨
史
与
社
会
裸
程
椋
准
（
二
）
（
実
強
　
稿
）
》
、
北
京
帰
萢
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
常
隼
蜂
主
端
（
二
〇
〇
四
）
《
初
中
地
理
新
裸
程
教
学
法
》
、
　
首
都
彌
萢
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
隊
澄
主
鯖
（
二
〇
〇
七
）
《
新
編
地
理
教
学
槍
》
、
化
†
尿
師
萢
　
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七
《
－
至
・
ス
万
旦
o
叫
皿
丑
睾
叫
智
［
団
己
刻
「
－
］
》
、
剛
妊
ユ
叫
刈
　
ス
丁
刃
「
司
4
、
一
九
九
八
（
『
初
・
中
等
学
校
教
育
課
程
　
［
別
冊
1
］
』
、
大
韓
教
科
書
株
式
会
社
、
一
九
九
八
）
司
否
郵
」
、
叫
刈
。
τ
、
遇
噌
里
《
量
号
皿
号
斗
否
9
1
田
冠
》
、
　
明
量
ヱ
叫
刈
手
川
「
司
舜
、
二
〇
〇
二
（
イ
キ
ョ
ン
ホ
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ア
ン
、
パ
ク
チ
ェ
ユ
ン
、
ク
ォ
ン
ヨ
ン
ミ
ン
、
『
韓
国
教
　
育
課
程
の
変
遷
』
、
大
韓
教
科
書
株
式
会
社
、
二
〇
〇
二
）
碧
三
。
輯
《
Z
国
ぐ
く
ズ
」
ユ
o
刈
司
》
、
叫
・
τ
外
「
、
二
〇
〇
七
（
キ
　
ム
ド
ン
ヒ
ョ
ン
『
Z
国
≦
専
攻
地
理
」
、
博
文
閣
、
二
〇
　
〇
七
）
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表
2
中
国
《
地
理
教
学
大
綱
》
「
教
学
内
容
要
点
」
中
の
ア
メ
リ
力
合
衆
国
に
つ
い
て
の
記
載
事
項
と
日
中
韓
現
行
中
学
校
教
科
書
に
お
け
る
記
載
状
況
「
教
学
内
容
要
点
」
の
記
載
事
項
日
本
一
東
京
書
籍
『
新
し
い
社
会
地
理
』
�
j
と
社
会
七
年
級
下
》
?
w
校
社
会
一
》
北
米
大
陸
中
部
に
あ
る
表
地
　
図
本
文
・
地
図
五
〇
の
州
ー
本
　
文
1
住
　
民
本
文
・
地
図
本
　
文
本
　
文
中
西
部
の
山
脈
地
　
図
1
本
文
・
地
図
地
形
の
三
区
分
中
央
平
原
地
　
図
1
本
文
・
地
図
ア
パ
ラ
チ
ア
山
脈
地
　
図
1
本
文
・
地
図
鉄
鉱
石
本
文
・
地
図
1
本
文
・
地
図
鉱
　
物
資
　
源
石
油
本
文
・
地
図
1
本
文
・
地
図
石
炭
本
文
・
地
図
1
本
文
・
地
図
水
　
系
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
地
　
図
地
　
図
地
　
図
水
　
運
五
大
湖
地
　
図
地
　
図
本
文
・
地
図
地
形
の
気
候
へ
の
影
響
ー
1
1
西
北
部
温
帯
海
洋
性
ー
1
1
色
特
の
西
南
部
地
中
海
式
ー
1
高
原
盆
地
乾
燥
・
砂
漠
1
1
本
　
文
68東洋文化研究10号
候
気
中
部
以
東
温
帯
大
陸
性
1
1
本
　
文
東
南
部
熱
帯
湿
潤
1
1
本
　
文
高
度
発
達
資
本
主
義
経
済
本
　
文
本
文
・
表
本
　
文
鉄
鋼
等
の
工
業
発
展
と
分
布
地
　
図
ー
1
東
北
部
に
諸
工
業
が
集
中
本
文
・
地
図
ー
本
文
・
地
図
近
年
西
部
東
南
部
の
工
業
化
本
文
・
地
図
1
本
　
文
主
要
工
業
中
心
都
市
地
　
図
地
　
図
地
　
図
企
業
的
な
農
業
生
産
本
文
・
写
真
1
本
文
・
写
真
中
部
北
部
の
小
麦
帯
地
図
・
写
真
1
地
　
図
中
部
の
と
う
も
ろ
こ
し
帯
地
　
図
1
地
　
図
五
大
湖
東
北
部
の
酪
農
帯
地
　
図
1
地
　
図
東
南
部
の
綿
花
帯
地
　
図
1
地
　
図
西
部
の
灌
概
農
業
と
牧
場
本
文
・
写
真
1
地
　
図
首
都
・
ワ
シ
ン
ト
ン
表
・
地
図
本
文
・
地
図
地
　
図
最
大
都
市
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
表
・
地
図
本
文
・
地
図
地
　
図
国
連
本
部
1
本
　
文
ー
「
教
学
内
容
要
点
」
記
載
事
項
外
の
重
視
項
目
先
端
技
術
、
人
種
、
野
球
、
多
国
籍
企
業
移
民
、
経
済
比
重
、
資
源
消
費
、
先
端
技
術
、
中
華
街
移
民
、
先
端
技
術
、
都
市
問
題
、
F
T
A
注
）
　
「
教
学
内
容
要
点
」
掲
載
事
項
に
つ
い
て
は
、
比
較
に
便
利
な
よ
う
に
表
現
を
若
干
変
え
た
り
簡
略
化
し
た
り
し
て
い
る
。
諏訪日中韓の義務教育段階における世界地理教育69
Teaching　World　Geography　in　the　Compulsory　Education　Stage
of　Japan，　China　and　Korea
SUWA　Tetsuo
Key　words：　teaching　World
compulsory　education　stage
geography，　Japan，　China，　Korea，
　　　Isurveyed　the　trends　in　teaching　world　geography，　mainly　in　the
compulsory　education　stage　after　the　end　of　the　1970　s　in　Japan，　China
and　Korea．　In　Japan，　in　the　following　30　years，　the　learning　content
and　school　hours　for　all　subjects，　particularly　world　geography，　was
reduced　considerably．　In　China，　the　curriculum　that　attached　great
importance　to　world　geography　continued　to　be　used　until　the　end　of
the　twentieth　century．　However，　although　the　curriculum　reform　of
basic　education　in　2001　introduced　and　integrated　subjects　such　as
‘Society　and　Morals’and‘History　and　Society’，　the　learning　content
of　world　geography　has　decreased　considerably．　In　Korea，　although
world　geography　is　taught　in　an　effective　manner，　the　next　curriculum
reform　is　considering　a　large　reduction　in　the　learning　content　of　world
geography　to　correspond　to　the　five－day　week　school　system．　As　a
result，　the　learning　content　alld　school　hours　with　respect　to　teaching
world　geography　have　reduced　in　these　three　East　Asian　countries．
Moreover，　Iearning　about　their　neighbouring　countries　is　disregarded．
It　is　necessary　to　have　comprehensive　knowledge　of　our　neighbouring
countries．　Therefore，　I　suggest　that　Japan，　China　and　Korea
introduce　a　similar　subject　called‘East　Asian　Geography’．
，
－
・
－
